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止まった時間　フクシマ６年
　水素爆発の跡が生 し々く残る東電福島第一原発３号機　２号機と３号機の間を通り抜けるバスから撮影
　この時、線量計がもっとも高い値を示した 日本記者クラブ取材団代表撮影：寺田拓馬記者（静岡新聞社会部）

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
２
月
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
取
材
団
を
３
度
派
遣
し
た
が
、
こ
の
う
ち
２
度
、「
添
乗

員
見
習
い
」と
し
て
参
加
し
た
。

　
原
発
構
内
取
材
団
は
現
役
限
定
だ
っ
た
が
、
他
の
２
回
は

現
役
と
記
者
Ｏ
Ｂ
の
混
成
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

　
全
国
の
メ
デ
ィ
ア
各
社
か
ら
、
新
人
記
者
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
、
論
説
委
員
、
編
集
局
長
な
ど
、
役
職
も
年
齢
も
専
門
も

違
う
応
募
が
あ
っ
た
。
共
通
す
る
の
は
、「
取
材
者
」の
１

点
の
み
だ
。

　
バ
ス
の
中
で
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
取
材
先
を
移
動
す
る

強
行
日
程
が
、
当
ク
ラ
ブ
取
材
団
の
特
徴
だ
。「
他
社
の
同

世
代
記
者
が
何
を
質
問
す
る
の
か
。
刺
激
に
な
り
ま
す
」（
中

堅
）、「
父
親
よ
り
年
上
の
先
輩
た
ち
が
真
剣
に
質
問
し
メ
モ

を
取
る
姿
に
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
し

た
」（
若
手
）。日
程
を
こ
な
す
に
つ
れ
、ぎ
こ
ち
な
さ
が
消
え
、

質
問
に
も
連
携
プ
レ
ー
が
生
ま
れ
て
く
る
。
同
業
者
と
し
て

の
対
抗
心
と
連
帯
感
が
混
じ
り
あ
う
。

　
夜
の
懇
親
会
で
酒
が
入
る
と
、「
昭
和
の
記
者
た
ち
」が

元
気
に
な
る
。「
夜
回
り
で
土
光
さ
ん
の
家
に
行
っ
た
ら
冷

蔵
庫
も
ク
ー
ラ
ー
も
な
く
て
、
暑
か
っ
た
な
あ
」。「
そ
れ
っ

て
、
メ
ザ
シ
の
土
光
さ
ん
で
す
か
！
」と
中
年
記
者
が
驚
く

一
幕
も
。

　「
添
乗
員
」と
し
て
は
、
集
団
行
動
に
も
っ
と
も
向
か
な

い
業
種
を
相
手
に
い
さ
さ
か
苦
労
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も

「
真
剣
で
濃
密
、
ゆ
え
に
楽
し
い
」と
い
わ
れ
る
取
材
団
を

続
け
て
い
き
た
い
。

�

（
土
生
修
一
）

「
対
抗
心
と
連
帯
感
」―

大
震
災
被
災
各
地
に
３
取
材
団
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クラブ月 報

クラブゲスト 3

田中均・日本総研国際戦略研究所理事長、
ピーター・ランダース・ウォールストリー
ト・ジャーナル東京支局長／中林美恵
子・早稲田大准教授／内海孚・元財務官
／漆紫穂子・品川女子学院校長／山口
絵理子・マザーハウス代表／ジャスパー
・チャン・アマゾンジャパン社長／マイ
ケル・オレン・イスラエル首相府外交担当
副大臣／山田久・日本総研調査部部長・チ
ーフエコノミスト／加藤勝信・働き方改
革担当大臣／河野龍太郎・BNPパリバ
証券経済調査本部長

会見リポート 4▶5

田中均氏、P・ランダース氏／漆紫
穂子氏／M・オレン氏／加藤勝信氏
取材団報告
東電福島第一原発（2・6～9） 6▶8

岩手・宮城（2・13～15） 9

福島・宮城（2・21～22） 10

取材団日程 11

特集「3.11から6年　備えと教訓」
 12▶15

武田真一（河北新報社）／円谷真路
（福島民報社）／鈴木吉彦（静岡放送）／
武田亮（愛媛新聞社）
ワーキングプレス 16▶17

日米首脳会談
“異例ずくめ” やっぱり振り回さ
れました� TBSテレビ　岩田夏弥
文科省天下り問題
「パンドラの箱」開く　厚い壁を切
り崩す日々� 産経新聞社　花房　壮
新・列島報告　JR北海道 18

公共交通機関の使命は？
「赤字路線廃止」に思う
� 北海道新聞社　久保田裕之
リレーエッセー 19

文革の中、一瞬見た「不倒翁」
周恩来の影� 大林主一
書いた話書かなかった話 20▶21

米国防長官にもらった（？）特ダネ
SDI構想と日本� 高畑昭男
記者ゼミ 22

次世代ジャーナリストの必須IT講座
試写会 23

「わたしは、ダニエル・ブレイク」
� 西島雄造
マイBOOKマイPR 23

寄贈書 24

い
よ
い
よ
４
月
か
ら
Ｄ
会
員
の
会
費
値
下
げ
へ

�

入
会
勧
誘
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
も

　
昨
年
の
会
報
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
新
年
度（
４
月
）か
ら
Ｄ
会
員

の
会
費
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
会
費
は
現
在
の
月
額
６
１
０
０
円
が
５

０
０
０
円
に
値
下
げ
さ
れ
る
一
方
で
、
80

歳
以
上
の
２
０
０
０
円
の
減
免
会
費
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年
度
末
時
点

（
３
月
末
）で
80
歳
以
上
の
Ｄ
会
員
は
従
来

通
り
月
額
２
０
０
０
円
の
減
免
会
費
が
継

続
さ
れ
ま
す
。
ま
た
地
方
在
住
の
Ｄ
会
員

は
月
額
３
０
０
０
円
の
ま
ま
で
す
。

◆「
も
う
一
度
、
記
者
に
」

　
こ
の
値
下
げ
を
契
機
に
し
て
、
現
在
、

長
期
減
少
傾
向
に
あ
る
Ｄ
会
員
を
増
加
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
非
会
員
の
知

人
、
友
人
の
み
な
さ
ん
に
、
誘
い
の
声
を

お
か
け
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
メ
デ
ィ
ア
各
社
の
記
者
Ｏ
Ｂ
に
は
当
ク

ラ
ブ
の
Ｄ
会
員
の
制
度
自
体
を
ご
存
じ
な

い
人
も
多
い
の
で
、
Ｄ
会
員
の
メ
リ
ッ
ト

を
詳
し
く
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作

成
し
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
、「
も
っ
と
記

者
で
」「
も
う
一
度
、
記
者
に
」。
事
務
局

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
友
人
に
入
会
を
勧

め
る
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
現
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
い
ま
さ
ら

で
す
が
、
Ｄ
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
列
挙
し

て
み
ま
す
。

　
①
現
役
記
者
に
ま
じ
っ
て
記
者
会
見
に

出
席
し
、
ゲ
ス
ト
に
質
問
が
で
き
る
②
会

員
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
を
活
動
拠
点
と
し
て
使

え
る
③
毎
月
の
会
見
内
容
報
告
や
現
役
記

者
に
よ
る
取
材
現
場
報
告
な
ど
が
満
載
さ

れ
た
会
報
を
毎
月
、
無
料
で
購
読
で
き
る

④
現
役
記
者
と
一
緒
に
取
材
ツ
ア
ー
に
参

加
で
き
る
⑤
会
議
室
を
格
安
料
金
で
借
り

ら
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン「
ア
ラ
ス
カ
」も
会
員

向
け
特
別
価
格
で
利
用
で
き
る
⑥
年
間
10

～
20
回
の
映
画
試
写
会
に
無
料
招
待
―
。

　
あ
ら
た
め
て
一
覧
す
る
と
、
結
構
、
た

く
さ
ん
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
現
会
員
の
み
な
さ
ん
も
、
一
層
、
積
極

的
に
ク
ラ
ブ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
映
画
ベ
ス
ト
テ
ン
に
3
作
品

　
Ｄ
会
員
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
無

料
試
写
会
は
10
階
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
実
施
は
20
回
を
数

え
ま
し
た
。同
伴
者
１
名
も
無
料
な
の
で
、

毎
回
、
奥
さ
ん
を
同
伴
さ
れ
る
会
員
の
姿

も
目
立
ち
ま
す
。

　
映
画
専
門
誌『
キ
ネ
マ
旬
報
』が
毎
年
、

映
画
作
品
の
年
間
ベ
ス
ト
テ
ン
を
発
表
し

て
い
ま
す
が
、
２
０
１
６
年
の「
文
化
部

門
」ベ
ス
ト
テ
ン
に
、
当
ク
ラ
ブ
試
写
会

で
上
映
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
が

１
位
も
含
め
て
３
つ
も
入
り
ま
し
た
。

　
堂
々
の
１
位
と
な
っ
た
の
は
、「
ふ
た

り
の
桃
源
郷
」（
監
督
・
佐
々
木
聰
＝
山
口

放
送
）。
還
暦
を
過
ぎ
て
電
気
も
水
道
も

な
い
山
暮
ら
し
を
選
ん
だ
老
夫
婦
を
25
年

に
わ
た
り
追
い
か
け
た
作
品
で
、
今
も
各

地
で
上
映
会
が
続
い
て
い
ま
す
。
３
位
の

「
五
島
の
ト
ラ
さ
ん
」（
監
督
・
大
浦
勝
＝
テ

レ
ビ
長
崎
）は
五
島
列
島
で
製
麺
業
を
営

む
大
家
族
の
22
年
の
記
録
、
５
位
の「
ク

ワ
イ
河
に
虹
を
か
け
た
男
」（
監
督
・
満
田

康
弘
＝
瀬
戸
内
海
放
送
）は
、
泰
緬
鉄
道

建
設
に
対
す
る
贖
罪
と
和
解
に
生
涯
を
さ

さ
げ
た
日
本
人
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
地
方
放
送
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
、
時
代
に
流
さ
れ
な
い
生
き
方
を
貫
く

市
井
の
人
物
を
コ
ツ
コ
ツ
と
長
い
時
間
を

か
け
追
い
か
け
て
き
た
記
録
映
画
で
す
。

　
試
写
会
作
品
で
は
な
い
が
、
２
０
０
９

年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
者
の
阿
武

野
勝
彦
さ
ん（
東
海
テ
レ
ビ
）製
作
の「
人

生
フ
ル
ー
ツ
」も
、老
建
築
家
夫
婦
の
自

然
と
一
体
と
な
っ
た
暮
ら
し
を
描
き
評
判

に
な
っ
て
い
ま
す
。
都
内
の
上
映
館
に
行

く
と
、
上
映
時
間
２
時
間
前
に
チ
ケ
ッ
ト

が
売
り
切
れ
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
ら
し

い
試
写
会
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）
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ク ラブゲスト� ⃝ゲスト全員の会見リポートはクラブのウェブサイトで読めます⃝

中
なか

林
ばやし

　美
み

恵
え

子
こ

　早稲田大学准教授

　米上院予算委補佐官（国家公務
員）の経歴を生かし、新政権の予
算編成のポイントを解説。「共和党
は予算編成を8年間待ったので、
当面はトランプと協力していく。
ただオバマケア廃止をトランプが
急ぎ社会的混乱を招けば、党内か
ら反発が起きるかもしれない」

■2・23（木）シリーズ企画「トランプ政権：米国と世界の行
方」③／司会：軽部謙介委員／出席：92人

内
うつ

海
み

　孚
まこと

　元財務官

　日米交渉で汗をかいた元財務
官。「トランプチームはどうも協
力や調整を無視している」。日本
の付き合い方は「バイラテラリズ
ム（２国間）に偏しないで、G７
や国際社会への配慮が必要」。「米
国に親しくなりすぎず」と書いた
ことばは「不即不離」だった。

■2・24（金）シリーズ企画「トランプ政権：米国と世界の行
方」④／司会：軽部謙介委員／出席：52人

漆
うるし

　紫
し

穂
ほ

子
こ

　品川女子学院校長

　曽祖母が創設者。経営危機の学
校で改革に取り組み、７年間で入
学希望者を60倍に増やした。塾を
夜回りして学校をPR、一般企業
とのコラボで教員、生徒の意識改
革を行った。「小さくてもできる
ことがあるうちはつぶれない。失
敗、もめごとを恐れない」

■2・13（月）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑭／
司会：安井孝之委員／出席：37人
4ページに会見リポート

山
やま

口
ぐち

　絵
え

理
り

子
こ

　マザーハウス代表

　国際機関のインターンで途上国
支援に違和感を覚え、23歳で最貧
国バングラデシュでの起業を決意。
「途上国から世界に通用するブラ
ンドをつくる」をモットーに、ジュ
ートや革などでバッグを作り販売
する。「労働力の安さではなく地域
の個性や可能性をアピールしたい」

■2・15（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑮
／司会：水野裕司委員／出席：30人

ジャスパー・チャン　アマゾンジャパン社長

　2001年から日本法人を率いる。
「地球上で最も客を大事にする企
業」を理念に、豊富な品ぞろえと
迅速な配達、日用品のワンプッシ
ュ注文など利便性を追求するが、
人手不足など物流面での課題も。
新聞との連携は「現時点で予定は
ないが扱えたらうれしい」。

■2・22（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑯
／司会：安井孝之委員／出席：82人

マイケル・オレン　イスラエル首相府外交担当副大臣

　歴史研究者、退役少佐、元駐米
大使と多彩な顔を持つ。「わが国
は以前、人類の半分と敵対してい
たが、今は中露、スンニ派アラブ
諸国とも仲良しで、建国以来、今
が一番強力」「パレスチナ問題は２
国家２国民の枠組みで解決をめざ
す」「トランプ外交は楽しみだ」

■2・2（木）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：長井鞠子
／出席：65人
5ページに会見リポート

山
やま

田
だ

　久
ひさし

　日本総研調査部部長・チーフエコノミスト

　政府の働き方改革に対し「耳障
りの良い項目の羅列」と批判する
立場。賃金決定システムや女性の
職場進出、育児・家事の社会化な
どスウェーデン・モデルを詳しく
紹介した。「日本も労使主導によ
る賃上げと生産性向上に取り組む
政労使合意を締結すべきだ」

■2・3（金）シリーズ企画「働き方改革を問う」②／司会：水野
裕司委員／出席：65人

加
か

藤
とう

　勝
かつ

信
のぶ

　働き方改革担当大臣

　政府の「働き方改革実現会議」
は3月末に実行計画を取りまとめ
るが、担当大臣として「同一労働同
一賃金、長時間労働改善に向け法
案を提出したい」と述べた。低迷
する日本の労働生産性には「働き
方改革で生産性と賃上げの向上に
つなげたい」と期待を表明した。

■2・6（月）記者会見／司会：軽部謙介委員／出席：56人
5ページに会見リポート

河
こう

野
の

　龍
りゅう

太
た

郎
ろう

　BNPパリバ証券経済調査本部長

　ポピュリズムから日銀の出口戦
略、シムズ理論まで辛口の解説。
トランプノミクスは「財政大盤振
る舞いの賞味期限は1年半から２
年程度か」「クローニーキャピタリ
ズム（縁故主義）が新規参入の足
かせになる」「次は左派ポピュリズ
ムが出てくるかも」とみる。

■2・21（火）シリーズ企画「2017年経済見通し」③／司会：福
本容子委員／出席：72人

田
た

中
なか

　均
ひとし

　日本総研国際戦略研究所理事長

ピーター・ランダース　ウォールストリート・ジャーナル東京支局長

　田中氏は現状を憂う。「米
国が健全なリーダーシップ
を失うことが最も深刻な問
題」。ランダース氏は大統領
を信じている人はまだ多い
と指摘。「勉強しながら政策
を練っていく状況だが、結
果次第で8年もあり得る」

■2・20（月）シリーズ企画「トランプ政権：米国と世界の行
方」②／司会：坂東賢治委員／出席：131人
4ページに会見リポート

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34784/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34785/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34795/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34779/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34772/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34790/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34778/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34775/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34776/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34777/report
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漆

　紫
穂
子
　品
川
女
子
学
院
校
長

学
校
改
革
に
「
あ
き
ら
め
る
」

と
い
う
言
葉
な
し

　
昨
年
、
全
行
程
２
２
６
キ
ロ
の
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
に
参
加
し
、
泳
ぎ
、
ペ
ダ
ル
を

踏
み
、
走
り
き
っ
た「
鉄
の
女
性
」で
あ

る
。
廃
校
寸
前
の
私
立
学
校
を
10
年
足
ら

ず
で
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
そ
の
改
革
の
道

筋
を
振
り
返
る
語
り
口
は
、
ま
る
で
経
営

始
め
た
89
年
か
ら
の
７
年
間
で
志
願
者
数

は
60
倍
、
偏
差
値
は
20
ア
ッ
プ
し
た
。

　
改
革
で
は
2
つ
の
原
則
が
あ
っ
た
と
い

う
。
理
念
を
変
え
な
い
こ
と
と
人
を
変
え

な
い
こ
と
。
女
子
校
か
ら
共
学
に
変
え
た

り
、
教
師
を
入
れ
替
え
た
り
は
し
な
か
っ

た
。
女
子
教
育
を
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う

創
立
の
理
念
に
こ
だ
わ
り
、
現
有
勢
力
で

学
校
再
建
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
組
織
改
革
の
答
え
は
現
場
に
初
め
か

ら
あ
っ
た
」。
現
場
の
小
さ
な
成
功
で「
生

徒
が
喜
び
、
教
師
が
喜
ぶ
」サ
イ
ク
ル
を

回
し
て
い
っ
た
。

　
ま
る
で
経
営
不
振
に
陥
っ
た
会
社
の
再

生
物
語
の
よ
う
で
あ
る
。

　「
人
工
知
能
に
で
き
な
い
の
は
問
題
発

見
力
」と
言
い
、
与
え
ら
れ
た
問
題
の
正

解
を
探
す
と
い
う
従
来
の
教
育
を
変
え
て

き
た
。
今
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
生
徒

自
ら
が
社
会
課
題
を
見
つ
け
出
し
、
企
業

と
も
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
解
決
策
を
探
る
取

り
組
み
。
そ
の
中
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
く
っ

た
り
、
起
業
し
た
り
す
る
生
徒
が
生
ま
れ

始
め
た
。

　
揮
ご
う
は「
志
願
無
倦（
志
願
倦
む
こ

と
な
し
）」と
書
い
た
。
目
標
を
立
て
た

ら
、
飽
き
る
こ
と
な
く
努
力
す
る
、
と
い

う
曽
祖
母
の
教
え
だ
。「
品
川
女
子
に
あ

き
ら
め
る
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

安
井
　
孝
之

他
校
か
ら
国
語
教
師
と
し
て
品
川
女
子
学

院
に
移
っ
た
。
そ
の
頃
学
校
は
ど
ん
底
だ

っ
た
。
一
学
年
の
生
徒
数
が
５
人
ま
で
減

り
、
学
校
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

　
合
否
判
定
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
圏
外
の
低

レ
ベ
ル
。
進
学
塾
に
何
度
も
足
を
運
び
、

「
と
に
か
く
受
験
生
を
送
り
込
ん
で
ほ
し

い
」と
懇
願
す
る
一
方
で
、
制
服
を
替
え

た
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
え
た
り
と
、
こ

ま
ご
ま
と
し
た
改
革
を
進
め
た
。
改
革
を

者
の
よ
う
だ
っ

た
。

　
曽
祖
母
が
１

９
２
５
年
に

「
社
会
を
支
え

る
女
性
」を
育

て
る
た
め
に
創

立
し
た
学
校
の

６
代
目
校
長
。

80
年
代
後
半
に

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の
田
中
均
・
元
外
務

審
議
官
の
評
価
は
低
い
。「
米
国
第
一
主

義
」や「
取
引
」は「
自
由
民
主
主
義
を
守

る
」と
い
っ
た「
政
策
の
判
断
基
準
」で
は

な
い
。
そ
れ
を
示
せ
な
い
米
国
の
指
導

力
は
落
ち
て
い
く
。
安
保
や
対
米
黒
字

な
ど
以
前
か
ら
対
処
し
て
き
た
日
米
２

国
間
関
係
よ
り
、
こ
の
こ
と
の
方
が
日

本
へ
の
影
響
は
ず
っ
と
大
き
い
、
と
い

う
。

　
田
中
氏
は「
日
米
」よ
り「
米
中
」の

方
が
日
本
に
と
っ
て
重
要
だ
と
強
調
す

る
。
そ
の
判
断
の
根
底
に
あ
る
の
は
訪

日
外
国
人
の
大
多
数
が
中
国
、
韓
国
、

台
湾
か
ら
と
い
う
現
実
だ
。
日
本
の
国

力
が
低
下
す
る
中
、
周
囲
が
敵
対
的
な

件
と
し
て
①
中
国
が
南
シ
ナ
海
で
自
制
す

る
、
②
北
朝
鮮
問
題
で
中
国
が
日
米
側
に

付
く
、
の
２
つ
を
挙
げ
た
。

　
同
席
し
た
ラ
ン
ダ
ー
ス
支
局
長
が
、
金

正
恩
政
権
も「
限
度
を
知
っ
て
い
る
の
で

は
」と
質
問
し
た
。
田
中
氏
は
、
い
や
同

政
権
の「
理
性
の
程
度
」は
下
が
っ
て
い

る
と
憂
慮
を
示
し
、
核
問
題
解
決
に
欠
か

せ
な
い
中
国
を
巻
き
込
む
た
め
、
日
米
韓

が
中
国
に
ど
ん
な「
保
証
」を
与
え
ら
れ

る
か
協
議
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
北
朝

鮮
崩
壊
時
の
難
民
対
策
と
38
度
線
以
北
へ

の
米
軍
不
展
開
が
例
示
さ
れ
た
。

　
２
人
の
見
方
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
今
後

に
つ
い
て
も
異
な
っ
た
。
田
中
氏
は
対
ロ

関
係
の
疑
惑
を
調
べ
る
米
議
会
、
情
報
機

関
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど「
知
的
エ
ス
タ
ブ
リ

ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」の
反
撃
の
始
動
、
さ
ら

に
弾
劾
の
可
能
性
に
も
触
れ
た
。

　
私
が
遠
い
昔
モ
ス
ク
ワ
で
勤
務
し
た
際

の
見
聞
か
ら
言
え
ば
、
ロ
シ
ア
当
局
が
外

国
要
人
や
外
交
官
ら
の
醜
聞
を
収
集
し
て

い
る
の
は
常
識
で
あ
る
。
事
実
と
規
範
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
崩
壊

の
ド
ラ
マ
を
私
も
見
て
み
た
い
。
し
か
し

ラ
ン
ダ
ー
ス
氏
は「
４
年
間
持
つ
か
も
し

れ
な
い
」と
の
見
通
し
を
述
べ
、
さ
ら
に

民
主
党
の
人
材
不
足
な
ど
か
ら「
８
年
も
、

な
い
と
は
言
え
な
い
」と
付
け
加
え
た
。

　
広
島
修
道
大
学
教
授
・
共
同
通
信
出
身

　
船
津
　
靖

田
中

　均
　

日
本
総
合
研
究
所
国
際
戦
略
研
究
所
理
事
長

ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ン
ダ
ー
ス
　

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
東
京
支
局
長

米中協調が日本の利益

国
々
で
は
困

る
、
日
米
だ
け

で
は
危
う
い
と

の
認
識
だ
。

　「
米
中
貿
易

戦
争
は
日
本
の

利
益
に
な
ら
な

い
」と
言
い
切

る
田
中
氏
は
、

米
中
協
調
の
条
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マ
イ
ケ
ル
・
オ
レ
ン
　

イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
府
外
交
担
当
副
大
臣

ス
ン
ニ
国
家
群
と
の
関
係
良
好
で

強
気
の
姿
勢

加
藤

　勝
信
　働
き
方
改
革
担
当
大
臣

働
き
方
改
革

重
要
な
の
は
〝
説
明
責
任
〟

　
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
親
イ
ス
ラ
エ
ル
で

あ
る
し
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
強
化
に
動
く
。
中

国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
傾
斜
を
か
な
り
前

か
ら
進
め
て
い
る
。
と
な
る
と
、
イ
ス
ラ

　
安
倍
首
相
が「
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
位
置
付
け
る
働
き
方
改
革
。
長
時
間
労

働
の
是
正
と
、
非
正
規
の
処
遇
改
善（
同

一
労
働
・
同
一
賃
金
）と
い
う
、
長
年
の

懸
案
で
あ
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
有
効
な

手
が
打
て
な
か
っ
た
２
大
課
題
に
、
法
改

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ル

ダ
ン
な
ど「
ス
ン
ニ
国
家
群
」と
、
イ
ス

ラ
エ
ル
は
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
る
か

ら
、
か
つ
て
の
よ
う
な「
イ
ス
ラ
エ
ル
」

対「
ア
ラ
ブ
」は
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
と

い
う
説
明
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
関
係
は
悪
化
す
る
一
方
だ
。
交
渉
自
体

が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
冷
酷
な
現
実

が
、
そ
こ
に
残
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
メ
キ
シ
コ
国
境

に
築
こ
う
と
し
て
い
る「
壁
」は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
居
住
区
を
囲
ん

だ
壁
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
る
と
い
う
し
、

入
国
禁
止
の
大
統
領
令
の
対
象
と
な
っ
た

７
カ
国
は
い
ず
れ
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
敵

対
す
る
イ
ラ
ン
や
そ
の
友
好
国
が
多
い
。

　
そ
の
イ
ラ
ン
と
米
国
な
ど
が
結
ん
だ
核

合
意
の
行
方
が
焦
点
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は

「
悪
い
合
意
」と
批
判
し
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
も
同
意
見
だ
。
イ
ラ
ン
に
よ
る
合
意
違

反
が
何
を
指
す
の
か
、
10
～
15
年
の
履
行

期
間
が
終
わ
っ
た
後
に
、
イ
ラ
ン
に
核
兵

器
開
発
を
認
め
る
の
か
、「
懸
念
は
多
い
。

再
交
渉
は
必
要
だ
し
可
能
だ
」と
。

　
会
見
前
の
控
室
で
、
記
念
品
の
ネ
ク
タ

イ
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
着

け
て
会
見
に
臨
ん
だ
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
精

神
も
自
信
の
表
れ
だ
ろ
う
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長

杉
田
　
弘
毅

え
て
法
改
正
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
実
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案

に
は
重
要
な
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

　
そ
の
１
つ
が
企
業
の
説
明
責
任
の
有

無
。
労
働
者
は
自
分
の
賃
金
は
分
か
っ
て

も
、
周
り
の
人
の
賃
金
や
処
遇
は
分
か
ら

な
い
。
待
遇
差
に
疑
問
を
持
っ
た
と
き
、

ど
う
い
う
開
き
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、

求
め
に
応
じ
て
会
社
側
に
応
え
る
義
務
が

な
け
れ
ば
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
有
名
無
実
と

な
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
加
藤
大
臣
は
、
ま
だ
こ

れ
か
ら
の
議
論
と
前
置
き
し
た
上
で
、「
働

く
側
が
待
遇
差
の
是
正
を
求
め
て
裁
判
で

争
お
う
と
し
て
も
、
正
社
員
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
争
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
説
明
責
任
は
非
常
に

大
事
な
ん
だ
と
思
う
」と
述
べ
て
、
企
業

側
に
説
明
責
任
を
求
め
て
い
く
考
え
を
明

確
に
し
た
。

　
今
や
働
く
人
の
４
割
は
非
正
規
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
賃
金
は
正
規
の
６
割
足
ら

ず
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
と
比
べ
て
開
き
が

あ
ま
り
に
大
き
い
。
大
き
な
格
差
は
働
く

意
欲
を
そ
ぎ
、
生
産
性
を
低
下
さ
せ
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
目
指
す
景
気
の
好
循
環
に

不
可
欠
な
個
人
消
費
も
伸
び
な
い
。
働
き

方
の
未
来
、
日
本
の
未
来
が
こ
こ
に
か
か

っ
て
い
る
。

企
画
委
員
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
竹
田
　
忠

い
と
あ
っ
て
、「
ト
ラ
ン
プ
へ
の
道
は
イ
ス

ラ
エ
ル
か
ら
」は
日
本
に
も
あ
て
は
ま
る
。

　
終
始
、
強
気
の
発
言
が
目
立
っ
た
。
米

国
が
在
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
を
エ
ル
サ
レ

ム
に
移
転
す
る
問
題
も
、「
い
ま
さ
ら
大

騒
動
は
起
き
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
で

米
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
の
政
策
を
取
ろ

う
と
す
る
た
び
に
、
大
暴
動
が
起
き
る
と

反
対
論
が
出
る
が
、
結
局
暴
動
は
起
き
て

い
な
い
の
だ
」と
言
う
。

い
た
。

　
こ
の
う
ち
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を
巡

っ
て
は
昨
年
12
月
、
政
府
が
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
を
公
表
。
正
社
員
と
非
正
社
員
が
、

同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
な
が
ら
賃
金

な
ど
の
処
遇
に
開
き
が
あ
る
と
き
、
ど
う

い
う
場
合
は
不
合
理
な
格
差
と
な
り
、
ど

う
い
う
場
合
は
セ
ー
フ
な
の
か
、
具
体
的

な
ケ
ー
ス
で
明
示
し
た
も
の
。

　
今
後
、
政
府
は
こ
の
案
の
趣
旨
を
踏
ま

エ
ル
が
自
信
を

持
つ
の
は
よ
く

分
か
る
。

　
米
政
権
有
力

者
ジ
ャ
レ
ッ

ド
・
ク
シ
ュ
ナ

ー
上
級
顧
問
が

イ
ス
ラ
エ
ル
の

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首

相
と
極
め
て
近

正
を
含
む
正
面

突
破
で
臨
む
大

役
を
担
う
の
が

加
藤
勝
信
働
き

方
改
革
担
当

相
。
３
月
末
に

迫
っ
た
、
改
革

の
実
行
計
画
取

り
ま
と
め
に
つ

い
て
現
状
を
聞
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東電福島第一原発取材 団

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
取
材
団（
２
・
６
～
９
）

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
の
構
内
取
材
を
柱
に
し

た
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
取
材

団
は
３
回
目
。
今
回
は
総

勢
40
人
が
第
一
原
発
内
を

く
ま
な
く
見
て
回
っ
た
ほ

か
、
近
く
に
整
備
さ
れ
た

廃
炉
技
術
の
試
験
施
設

や
、
か
つ
て
作
業
の
前
線

基
地
だ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
練

習
場「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
浪

江
町
、
葛
尾
村
、
川
内
村

け
た
核
燃
料（
燃
料
デ
ブ
リ
）と
見
ら
れ

る
塊
が
見
つ
か
り
、
格
納
容
器
内
の
画
像

デ
ー
タ
か
ら
推
定
放
射
線
量
が
最
大
５
３

０
シ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
と
い
っ
た
発
表
が
さ

れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
事
故
の
傷
痕
が

生
々
し
く
残
る
建
屋
の
様
子
は
、
当
時
の

厳
し
い
状
況
を
改
め
て
う
か
が
わ
せ
た
。

　
溶
け
た
燃
料
を
冷
や
す
た
め
に
生
じ
る

汚
染
水
の
タ
ン
ク
も
増
え
続
け
て
い
た
。

敷
地
内
に
、
す
で
に
１
０
０
０
基
・
約
96

万
ト
ン
も
あ
る
。「
野
鳥
の
楽
園
」と
い

わ
れ
、
緑
豊
か
だ
っ
た
敷
地
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
、
３
階
建
て
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な

タ
ン
ク
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
一
方
で
、
廃
炉
作
業
の
労
働
環
境
は
、

こ
こ
１
、
２
年
で
格
段
に
改
善
さ
れ
た
。

１
２
０
０
人
が
収
容
で
き
る
大
型
休
憩
所

や
、
明
る
い
吹
き
抜
け
の
事
務
本
館
が
新

築
さ
れ
、
中
に
い
る
と
、
普
通
の
事
業
所

に
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

　
廃
炉
作
業
の
先
行
き
は
見
え
な
い
。
事

故
か
ら
30
年
た
つ
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

は
、
い
ま
だ
に
燃
料
デ
ブ
リ
は
残
っ
た
ま

ま
だ
。
い
つ
終
わ
る
か
わ
か
ら
な
い「
非

日
常
」は
、
も
は
や
日
常
化
し
て
い
た
。

　
団
長
・
企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

服
部
　
尚

の
首
長
会
見
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
と
な
っ
た
。

　
第
一
原
発
で
は
、
１
～
４
号
機
を
見
渡

す
こ
と
の
で
き
る
高
台
に
案
内
さ
れ
た
。

１
号
機
は
ち
ょ
う
ど
昨
秋
、
廃
炉
作
業
の

た
め
に
建
屋
か
ら
カ
バ
ー
を
撤
去
し
た
ば

か
り
。
水
素
爆
発
で
ア
メ
の
よ
う
に
折
れ

曲
が
っ
た
鉄
骨
の
塊
が
残
り
、
事
故
当
時

の
無
残
な
姿
を
再
び
さ
ら
し
て
い
た
。
バ

ス
で
建
屋
に
近
づ
く
と
、
分
厚
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
崩
れ
た
３
号

機
が
間
近
に
見
え
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
東
電
の
調
査
に
よ
っ
て
、

２
号
機
の
原
子
炉
圧
力
容
器
直
下
で
、
溶

いつ終わるのか
「非日常」が日常になった

廃炉研究
「想定」が頼りの現実

　
人
が
簡
単
に
近
づ
け

ず
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
長
時

間
の
作
業
に
耐
え
ら
れ
な

い
環
境
で
の
廃
炉
作
業
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）が
運
営

す
る
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
の
視
察
で
は
、

想
定
を
頼
り
に
、
手
探
り

の
繰
り
返
し
で
作
業
を
進

め
ざ
る
を
得
な
い
厳
し
い

現
実
を
再
認
識
し
た
。

　
福
島
第
一
原
発
２
号
機

セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
こ
う
力
説
す
る
一
方

で
、
率
直
な
意
見
も
漏
ら
し
た
。「
き
れ

い
な
場
所
で
行
う
実
験
と
、
イ
チ
エ
フ

（
第
一
原
発
）の
環
境
で
行
う
作
業
は
、
や

は
り
違
う
。
実
験
が
成
功
し
て
も
、
イ
チ

エ
フ
で
使
え
る
と
は
限
ら
な
い
」。
セ
ン

タ
ー
に
は
２
号
機
の
原
子
炉
建
屋
内
を
３

Ｄ
映
像
で
再
現
し
、
中
の
様
子
を
体
感
で

き
る
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
や
訓
練
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は

り
実
際
の
現
場
の
環
境
と
は
差
が
あ
る
。

　
昨
年
４
月
に
本
格
始
動
し
た
セ
ン
タ
ー

の
建
設
費
は
約
１
０
０
億
円
。
止
水
実
験

に
は
約
40
億
円
を
投
じ
て
い
る
が
、
実
寸

大
の
模
型
を
使
え
る
の
は
た
っ
た
１
回
だ

け
と
い
う
。
今
後
、
別
の
工
程
や
２
号
機

以
外
の
廃
炉
に
向
け
た
実
験
に
は
他
の
施

設
も
必
要
で
、
廃
炉
に
要
す
る
時
間
と
費

用
は
ま
だ
ま
だ
想
定
で
き
な
い
。

中
日
新
聞
社
社
会
部
　
鈴
木
　
龍
司

の
原
子
炉
格
納
容
器
で
は
先
日
、
人
が
数

十
秒
で
死
に
至
る
ほ
ど
の
放
射
線
量
が
確

認
さ
れ
た
。
廃
炉
の
工
程
で
最
難
関
と
さ

れ
る
溶
け
落
ち
た
核
燃
料（
燃
料
デ
ブ

リ
）の
取
り
出
し
は
、
遠
隔
技
術
の
研
究

が
鍵
を
握
る
。

　
そ
の
最
前
線
の
セ
ン
タ
ー
試
験
棟
で

は
、
２
号
機
の
格
納
容
器
下
部
を
実
寸
大

で
再
現
し
た
巨
大
な
模
型
で
、
実
験
の
準

備
が
進
ん
で
い
た
。
燃
料
デ
ブ
リ
は
遮
蔽

効
果
な
ど
を
考
慮
し
、
水
中
で
の
取
り
出

し
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
格
納
容
器

の
水
漏
れ
を
ど
う
防
ぐ
か
が
難
題
と
な
っ

て
い
る
。
模
型
で
は
３
月
以
降
、
ロ
ボ
ッ

ト
で「
グ
ラ
ウ
ト
」と
呼
ば
れ
る
セ
メ
ン

ト
の
よ
う
な
材
料
を
内
部
に
流
し
込
み
、

穴
を
ふ
さ
ぐ
実
験
が
始
ま
る
。

　「
国
内
外
の
英
知
を
結
集
し
て
い
る
」。

JAEA楢葉遠隔技術開発センターでは廃炉
に向けた技術研究が進められている。バー
チャル・リアリティー技術を使った作業員訓
練施設やロボットの実証実験などを見学した
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福
島
第
一
原
発
付
近
の

周
辺
の
町
村
に
は
住
民
の

一
部
が
戻
り
、
農
作
業
が

再
開
す
る
な
ど
、
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
た
。
今
後
も
国
は
放

射
線
量
の
状
況
な
ど
を
見

な
が
ら
、
避
難
指
示
の
解

除
に
踏
み
切
る
と
み
ら
れ

る
。
だ
が
現
場
の
町
村
長

か
ら
は
、
避
難
先
で
生
活

基
盤
を
築
い
た
住
民
を
中

心
に
帰
還
率
が
伸
び
な
い

現
状
が
指
摘
さ
れ
た
。
事
故
後
６
年
が
経

過
し
て
も
続
く
風
評
被
害
を
懸
念
す
る
声

も
上
が
り
、
原
発
事
故
で
失
わ
れ
た
住
民

の
営
み
や
町
の
風
景
が
容
易
に
元
通
り
に

な
ら
な
い
こ
と
を
感
じ
た
。

　
第
一
原
発
が
あ
る
大
熊
町
、
双
葉
町
に

隣
接
す
る
浪
江
町
で
は
、
今
も
全
町
民
約

２
万
１
千
人
が
避
難
す
る
。
４
月
に
は
、

「
帰
還
困
難
区
域
」を
除
い
て
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
る
予
定
だ
。
し
か
し
馬
場
有

町
長
は
、
昨
年
９
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
回
答
を
得
た
約
半
数
の
町
民
の
う

ち
、
約
53
％
が「
戻
ら
な
い
」と
回
答
し

て
い
る
現
実
を
説
明
し
た
。

　「
町
民
は
避
難
先
で
仕
事
を
見
つ
け
、

生
活
の
基
盤
を
築
い
て
い
る
」と
馬
場
町

長
。「
子
ど
も
の
教
育
や
就
労
を
考
え
た

ら
、『
戻
ら
な
い
』の
も
選
択
の
１
つ
だ
」

復興容易でないと実感
風評被害懸念の声も

っ
て
い
る
。
惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静
に
判
断

し
て
」と
の
訴
え
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う

し
た「
風
評
被
害
」が
な
く
な
ら
な
い
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
原
発
事
故
直
後
の
避

難
指
示
を
巡
る
混
乱
か
ら
、
国
や
行
政
の

発
表
す
る
数
字
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
い
ぶ
か

し
む
国
民
の
意
識
が
容
易
に
変
わ
ら
な
い

の
が
原
因
な
の
か
と
考
え
込
ん
だ
。

　
川
内
村
の
遠
藤
雄
幸
村
長
の
話
か
ら

は
、
若
年
層
の
帰
村
率
が
進
ま
な
い
こ
と

か
ら
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。「
自
治
体
と
し
て
存
続
で
き

る
の
か
、
悩
む
時
が
い
ず
れ
来
る
」と
明

か
す
よ
う
に
、
事
故
の
被
害
は
根
深
く
、

現
場
の
市
町
村
で
は
新
た
な
問
題
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
社
会
部
　
国
吉
　
聡
志

バスを降り、至近距離から原子炉建屋を見る

4月の避難解除を前に富岡町に作られた「さくらモールとみおか」。
全面オープンに先駆け、ホームセンターとフードコートが営業し
ている。記者は昼食もそこそこに従業員や訪問客を取材していた

左がカバーを外した1号機。右の2号機ではこの日（2.9）、中
断していたロボット調査が再開された

と
お
も
ん
ぱ
か
る
。
避
難
指
示
解
除
が
直

ち
に
住
民
の
帰
還
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

は
、
帰
還
に
合
わ
せ
て
町
内
に
商
業
施
設

を
整
備
す
る
富
岡
町
の
菅
野
利
行
産
業
振

興
課
長
の
言
葉
に
も
表
れ
て
い
た
。「
学

校
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

再
開
が
見
通
せ
ず
、
す
ぐ
に
大
規
模
な
帰

還
は
望
め
な
い
」と
の
指
摘
は
、
復
興
に

向
け
た
道
の
り
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
物

語
っ
て
い
た
。

　
浪
江
町
の
基
幹
産
業
だ
っ
た
稲
作
は
２

０
１
４
年
の
実
証
栽
培
を
経
て
、
15
年
か

ら
生
産
・
販
売
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
馬
場
町
長
は
農
家
か
ら「
作
っ
て
も

売
れ
な
い
」「
市
場
で
３
分
の
１
以
下
に
競

り
落
と
さ
れ
る
」と
悲
痛
な
声
が
聞
こ
え

て
く
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　「
検
査
で
放
射
線
量
は
基
準
値
を
下
回 かつての水田には雑草と灌木が生い茂っていた
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参
加
者
の
声

●
小
さ
な
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　
葛
尾
村
で
の
会
見
の
前
、
村
長
さ
ん
が

記
者
一
人
ひ
と
り
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
配
っ
て
回
っ
た
。
村
の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
み
ち
ゃ
ん
」だ

と
い
う
。

　
受
け
取
り
な
が
ら
、
少
々
切
な
い
気
持

ち
に
な
っ
た
。
昨
年
６
月
の
避
難
指
示
解

除
以
降
、
村
に
戻
っ
た
の
は
１
１
８
人
、

８
・
８
％
に
と
ど
ま
る
。
小
中
学
校
の
再

開
は
来
春
以
降
に
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
保
護
者
と
話
し
合
い
を
進
め
て

き
た
が
、「
環
境
整
備
が
不
十
分
」と
の

声
が
強
か
っ
た
そ
う
だ
。
農
業
の
担
い
手

の
帰
村
も
進
ま
な
い
。
現
実
は
と
て
も
厳

し
い
。
け
れ
ど
、
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
小
さ
な
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
、

そ
ん
な
思
い
が
透
け
て
見
え
た
。

　
今
回
訪
問
し
た
自
治
体
は
皆
、
あ
え
い

で
い
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
町
が
消
え
て

し
ま
う
。
町
お
こ
し
な
ら
ぬ
、
町
残
し
こ

そ
が
大
命
題
だ
」。
そ
う
訴
え
た
町
長
さ

ん
も
い
た
。
汚
れ
た
町
は
元
に
戻
り
つ
つ

あ
る
。巨
額
の
復
興
予
算
が
投
じ
ら
れ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
で
き
て
い
た
。

　
た
だ
、
人
の
気
持
ち
を
元
に
戻
す
の
は

難
し
い
。「
ス
ー
パ
ー
の
特
価
品
と
し
て

並
ん
で
い
る
の
が
県
産
米
」。
風
評
被
害

は
依
然
続
い
て
い
る
。
明
確
な
処
方
箋
を

つ
づ
れ
ぬ
課
題
が
次
か
ら
次
へ
と
積
み
上

が
る
さ
ま
を
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
が
、
確

認
し
た
。

　
読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員�

西
井
　
淳

●
記
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
学
ぶ
機
会
に
　

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
紙
、
地
方

紙
の
記
者
が
集
っ
た
福
島
第
一
原
発
取
材

団
。
全
国
紙
の
記
者
は
中
央
の
視
点
で
、

地
方
紙
は
各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
質
問

を
ぶ
つ
け
る
記
者
会
見
の
場
は
、
興
味
深

い
も
の
だ
っ
た
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
が
あ
る
新
潟
県
や
関
西

電
力
高
浜
原
発
な
ど
を
抱
え
る
福
井
県
の

新
聞
社
か
ら
は
、
再
稼
働
に
対
す
る
被
災

地
の
首
長
の
受
け
止
め
方
や
避
難
の
在
り

方
な
ど
突
っ
込
ん
だ
質
問
が
出
さ
れ
、
印

象
的
だ
っ
た
。
薄
ら
ぐ
復
興
庁
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
も
、
西
日
本
の
地
方
都
市
で

取
材
を
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
気
付
き

に
く
い
問
題
提
起
だ
っ
た
。

　
山
陽
新
聞
社
が
エ
リ
ア
と
す
る
岡
山
県

に
原
発
は
な
い
。し
か
し
近
隣
の
島
根
県
、

瀬
戸
内
海
を
挟
ん
だ
愛
媛
県
に
は
原
発
が

立
地
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化

し
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
の
自
治
体
を
目

に
し
、
全
町
避
難
と
な
っ
た
浪
江
町
長
ら

の
切
実
な
声
に
接
し
た
今
回
の
取
材
は
、

原
発
問
題
を
急
速
に
身
近
な
も
の
と
し
て

考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
夜
の
懇
親
会
も
、
他
社
が
原
発
問
題
を

ど
う
捉
え
報
道
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を

知
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
。
現
場
を
踏
ん

だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
多
角
的
な
視
点

で
、
福
島
の
課
題
と
復
興
へ
の
歩
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

�

山
陽
新
聞
社
報
道
部
　
民
　
直
弘

●「
い
つ
の
日
か
」ま
で

　「
で
か
い
」。
１
号
機
か
ら
４
号
機
ま
で

を
見
渡
せ
る
高
台
に
降
り
立
っ
た
時
、
思

わ
ず
つ
ぶ
や
い
た
。

　
イ
チ
エ
フ
に
向
か
う
バ
ス
か
ら
は
、
あ

の
日
か
ら
そ
の
ま
ま
の
よ
う
な
街
が
見

え
、
切
な
い
思
い
に
駆
ら
れ
た
。
構
内
で

は
重
厚
な
マ
ス
ク
を
付
け
る
の
で
は
と
思

っ
て
い
た
が
、
装
備
は
簡
単
な
も
の
。
時

間
の
経
過
を
感
じ
た
。
１
号
機
か
ら
４
号

機
ま
で
を
目
の
前
に
し
て
感
じ
た
の
は
、

想
像
以
上
の
大
き
さ
。
威
圧
感
。
東
京
か

ら
持
っ
て
き
た
線
量
計
が「
ビ
ビ
ビ
ッ
」

と
甲
高
い
音
を
た
て
て
鳴
り
響
い
た
時
、

（
１
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う

低
い
値
に
設
定
し
て
い
た
た
め
だ
っ
た

が
）緊
張
が
走
っ
た
。

　
震
災
時
、
私
は
高
校
生
で
地
元
の
宮
城

県
・
石
巻
に
い
た
。
記
者
に
な
っ
て
か
ら

も
震
災
の
取
材
で
は
地
元
の
こ
と
を
中
心

に
考
え
て
し
ま
う
部
分
が
あ
っ
た
。
し
か

し
今
回
、
取
材
と
い
う
形
で
は
初
め
て
福

島
を
訪
れ
、
放
射
能
と
の
闘
い
の
重
み
を

強
く
感
じ
た
。
川
内
村
の
遠
藤
村
長
の

「
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
戻
る
の
が
な
ぜ
こ

ん
な
に
も
難
し
い
の
か
」と
い
う
言
葉
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

　「
い
つ
の
日
か
戻
り
た
い
、
戻
る
ん
だ
」

と
福
島
で
奮
闘
す
る
人
々
の
思
い
を
感

じ
、
そ
の「
い
つ
の
日
か
」ま
で
私
た
ち

も
取
材
を
続
け
る
の
だ
と
強
く
思
っ
た
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
社
会
部
　
原
田
　
真
衣

■
日
程

２
月
６
日（
月
）Ａ
班
が
第
一
原
発
取
材
▼
構

内
取
材
、
内
田
俊
志
所
長
と
の
質
疑
応
答
▼

い
わ
き
泊

同
７
日（
火
）い
わ
き
駅
で
Ｂ
班
と
合
流
▼
さ

く
ら
モ
ー
ル
と
み
お
か
：
菅
野
利
行
富
岡
町

産
業
振
興
課
長
に
よ
る
説
明
。
モ
ー
ル
内
取

材
▼
18
年
夏
の
再
開
を
め
ざ
し
工
事
が
進
む

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
敷
地
外
か
ら
見
学
。
小
野

俊
介
・
統
括
部
長
に
よ
る
説
明
▼
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）楢
葉
遠
隔
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
：
各
研
究
設
備
や
バ
ー
チ

ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
見

学
、
取
材
▼
郡
山
へ
移
動
▼
開
沼
博
・
立
命

館
大
衣
笠
総
合
研
究
機
構
准
教
授
と
の
夕

食
・
懇
談
▼
郡
山
泊

同
８
日（
水
）馬
場
有
・
浪
江
町
長
会
見（
同

町
二
本
松
事
務
所
）▼
篠
木
弘
・
葛
尾
村
長
会

見（
同
村
役
場
）▼
遠
藤
雄
幸
・
川
内
村
長
会

見（
同
村
役
場
）▼
い
わ
き
駅
で
Ａ
班
解
散
、

Ｂ
班
は
い
わ
き
泊

同
９
日（
木
）Ｂ
班
が
第
一
原
発
取
材
▼
終
了

後
、
東
京
駅
で
解
散

〔
参
加
：
29
社
41
人
〕



9⃝日本記者クラブ会報　2017.3.10　No.565

岩 手・宮城取材団

岩
手
・
宮
城
取
材
団

（
２
・
13
～
15
）

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
訪
れ
る
た
び
に
感
じ

る
の
は
地
域
に
よ
っ
て
次

第
に
差
が
広
が
る
復
興
の

状
況
と
、
そ
れ
に
伴
う

人
々
の
思
い
の
多
様
化

だ
。
今
回
の
取
材
団
が
訪

れ
た
岩
手
、
宮
城
両
県
の

沿
岸
部
で
も
、
や
は
り
複

雑
さ
を
増
す
被
災
地
の
現

状
を
見
た
。

　
岩
手
県
の
三
陸
鉄
道
は

復
旧
さ
れ
、
２
０
１
９
年

た
旧
役
場
庁
舎
を
残
す
べ
き
だ
と
の
声
が

あ
る
一
方
、
平
野
公
三
町
長
は「
新
し
い

街
づ
く
り
の
計
画
に
は
入
っ
て
い
な
い
」

と
解
体
・
撤
去
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
菅
原
茂
市
長
は

「
復
興
は
社
会
課
題
の
解
決
を
伴
う
べ
き

だ
」と
指
摘
し
、
再
び
津
波
が
来
る
こ
と

を
前
提
に
人
口
減
を
見
据
え
た
街
づ
く
り

を
強
調
、「
地
方
に
あ
る
世
界
の
港
町
」

を
目
指
す
と
語
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
市

内
か
ら
大
島
を
案
内
し
て
く
れ
た
市
議

は
、
将
来
の
津
波
に
備
え
る
名
目
で
湾
を

囲
う
防
潮
堤
の
建
設
に
疑
問
を
呈
す
。

　
節
目
を
理
由
に
時
折
訪
れ
る
取
材
で

は
、
絡
み
合
う
複
雑
さ
を
読
み
解
く
こ
と

は
難
し
い
。そ
れ
で
も
行
く
意
味
は
あ
る
。

　
釜
石
市
の
俳
人
照
井
翠
さ
ん
は
、
宮
沢

賢
治
の「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」を
引
い
て
、

「
行
ッ
テ
」み
な
け
れ
ば「
そ
こ
に
流
れ
る

に
お
い
も
風
の
冷
た
さ
も
分
か
ら
な
い
」

と
話
す
。
岩
手
県
立
大
槌
高
校
の「
復
興

研
究
会
」は
町
内
の
被
災
現
場
を
定
期
的

に
撮
影
し
記
録
す
る「
定
点
観
測
」を
続

け
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
に
一
番
人
気
の
あ

る
活
動
だ
と
い
う
。
何
度
で
も
繰
り
返
し

現
場
に
足
を
運
ぶ
。
そ
れ
が
取
材
の
基
本

だ
と
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
た
。

団
長・企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
副
委
員
長

川
上
　
高
志

＊
11
㌻
に
日
程
と
写
真

に
宮
古
―
釜
石
間
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
移
管
さ
れ

て
久
慈
か
ら
大
船
渡
ま
で
つ
な
が
る
。
だ

が
車
窓
か
ら
見
え
る
沿
線
や
駅
前
で
は
整

地
作
業
が
ま
だ
続
い
て
い
る
。

　
震
災
の
跡
を
記
録
と
し
て
残
す
の
か
、

新
し
い
街
へ
と
造
り
替
え
る
の
か
。
思
い

は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
防
潮
堤
が
津
波
で
破
壊

さ
れ
た
宮
古
市
の
田
老
地
区
で
は
、
流
さ

れ
た
住
宅
の
区
画
跡
が
消
え
、
そ
の
場
所

に
は
市
民
が
集
う
野
球
場
が
あ
っ
た
。

　
大
槌
町
の
住
職
高
橋
英
悟
さ
ん（
44
）

は
犠
牲
者
一
人
一
人
を
記
録
す
る「
生
き

た
証あ

か
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
る
。

当
時
の
町
長
ら
多
く
の
職
員
が
亡
く
な
っ

複雑さ増す被災地の現状

●「
工
事
中
」の
三
陸

　
津
波
の
鮮
明
な
記
憶
を
抱
え
た
ま
ま
ど

う
生
き
る
か
―
―
被
災
地
の
人
々
は
、
い

ま
苦
悩
し
つ
つ
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

　
高
橋
英
悟
住
職
が
推
進
す
る「
生
き
た

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
苦
し
い
記
憶
か

ら
被
災
者
を
解
放
さ
せ
る
と
同
時
に
、
未

来
の
教
訓
を
残
そ
う
と
い
う
壮
大
な
試
み

だ
。
犠
牲
者
の
七
回
忌
を
機
に
、
そ
の
一

部
が
出
版
さ
れ
る
。
住
職
は
高
台
に
納
骨

堂
を
つ
く
っ
て
身
元
不
明
者
の
遺
骨
を
納

め
よ
う
と
す
る
運
動
を
リ
ー
ド
、
完
成
さ

せ
た
。
人
の
た
め
に
生
き
よ
う
と
す
る
宗

教
家
の
輝
き
が
顔
に
表
れ
て
い
た
。

　
ソ
フ
ト
面
か
ら
あ
の
時
を
解
放
し
よ
う

と
す
る
未
来
志
向
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
ド

面
で
も
防
潮
堤
建
設
な
ど
の
復
興
事
業
が

続
く
。「
防
潮
堤
が
高
す
ぎ
て
景
観
を
台

活動を報告した大槌高校復興研究会の代表。全生徒230人の半
数以上が入会して、古里の復興へ地道な取り組みを続けている

と
こ
ろ
も
あ
る
。
だ
が
、
津
波
の
恐
ろ
し

さ
を
伝
え
続
け
る
語
り
部
、「
学
ぶ
防
災

ガ
イ
ド
」の
元
田
久
美
子
さ
ん（
59
）は
、

自
分
の
体
験
か
ら
防
潮
堤
が
必
要
と
語
っ

て
や
ま
な
い
。

　
戦
後
復
興
期
の
日
本
を
訪
れ
た
英
人
記

者
が「
日
本
は
工
事
中
」と
評
し
た
が
、

い
ま
三
陸
は
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
で

「
工
事
中
」な
の
で
あ
る
。

毎
日
新
聞
出
身
　
黒
岩
　
徹

●
住
民
の
心
、
い
ま
だ
癒
え
ず

　
新
聞
記
者
で
あ
る
以
上
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
を
一
度
は
歩
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
義
務
感
の
よ
う
な
思
い
に
駆
ら

れ
て
取
材
団
に
参
加
し
た
。
２
泊
３
日
の

駆
け
足
だ
っ
た
が
、
初
め
て
被
災
地
を
見

て
、
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
６
年
を
経
て
も
、
住
民
の
心
は
癒
え
て

い
な
か
っ
た
。
元
田
久
美
子
さ
ん
は「
義

母
を
助
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
自
分

を
責
め
て
い
る
」と
言
っ
た
。
復
興
研
究

会
の
女
子
生
徒
は
、
流
さ
れ
た
自
宅
の
あ

っ
た
地
区
を「
ま
だ
通
れ
な
い
」と
語
っ

た
。「
無
理
に
心
の
整
理
を
付
け
な
く
て

も
い
い
と
呼
び
掛
け
て
い
る
」。
高
橋
英

悟
住
職
は
、
こ
う
話
す
。

　
被
災
地
の
現
実
や
住
民
の
気
持
ち
は
正

し
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。
九
州
の
新
聞

社
は
ど
う
報
じ
る
べ
き
な
の
か
。
重
い
課

題
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
て
い
る
。

西
日
本
新
聞
東
京
支
社
記
者
　
湯
之
前
八
州

無
し
に
し

た
」と
の
声

が
あ
る
。
気

仙
沼
市
大
島

の
山
頂
か
ら

見
る
と
、
人

家
も
道
路
も

な
い
森
林
地

帯
、
つ
ま
り

波
か
ら
守
る

必
要
の
な
い

崖
の
前
に
防

潮
堤
が
続
く
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福
島
・
宮
城
取
材
団

（
２
・
21
～
22
）

　
と
て
も
同
じ
６
年
と
は

思
え
な
い
。

　
原
発
と
津
波
の
被
災
地

の
残
酷
な
ま
で
の
違
い
を

実
感
す
る
２
日
間
だ
っ
た
。

　
ま
ず
福
島
県
飯
舘
村
を

訪
ね
た
。
こ
の
３
月
末
に

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

る
。
村
は
引
っ
越
し
費
用

20
万
円
を
補
助
し
、
固
定

資
産
税
も
４
年
間
は
無
料

に
す
る
。
来
年
に
は
幼
稚

民
が
１
割
に
満
た
な
い
。
そ
こ
へ
進
出
し

た
菊
池
製
作
所
で
は
約
20
人
が
働
く
。
震

災
前
に
は
別
会
社
の
５
０
０
人
余
の
工
場

だ
っ
た
建
物
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
た
。
社

員
は「
ス
ー
パ
ー
が
な
い
」と「
人
が
帰
っ

て
こ
な
い
」を
、
鶏
と
卵
の
ど
ち
ら
が
先

か
と
同
じ
よ
う
に
語
っ
た
。

　
翌
朝
は
相
馬
市
松
川
浦
の
漁
業
施
設
を

見
学
。
漁
獲
物
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は

ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
い
が
、
ス
ズ
キ
な

ど
12
種
の
出
荷
制
限
が
続
く
。

　
バ
ス
で
１
時
間
ほ
ど
北
上
し
て
宮
城
県

岩
沼
市
へ
。
菊
地
啓
夫
市
長
は「
復
興
は

７
年
計
画
。
来
年
度
で
ほ
ぼ
形
が
整
う
」。

そ
の
象
徴
で
、
６
集
落
を
１
つ
に
ま
と
め

た
集
団
移
転
の
先
進
例
、
玉
浦
西
地
区
に

は
約
千
人
の
街
が
で
き
た
。
ピ
カ
ピ
カ
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
高
齢
化
率
34
％
の
シ

ル
バ
ー
タ
ウ
ン
だ
。
そ
れ
で
も
住
民
は
新

生
活
を
笑
顔
で
話
し
た
。

　
最
後
の
訪
問
先
、
山
元
町
は
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
の
鉄
路
を
内
陸
に
つ
け
替
え
、
２
つ
の

新
駅
の
周
り
に
街
を
つ
く
っ
た
。
６
年
で

約
４
千
人
が
流
出
し
た
が
、
齋
藤
俊
夫
町

長
は
真
新
し
い
街
で
の
再
起
を
語
り
、
復

興
を
山
登
り
に
た
と
え
て「
山
頂
ま
で
あ

と
２
年
」と
胸
を
張
っ
た
。
町
の
復
興
を

伝
え
て
き
た
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ「
り
ん
ご
ラ

ジ
オ
」は
、
３
月
末
で
閉
局
す
る
と
い
う
。

　
団
長
・
企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
論
説
委
員

坪
井
ゆ
づ
る

園
か
ら
中
学
ま
で
の
一
貫
校
も
創
設
す

る
。
そ
れ
で
も
菅
野
典
雄
村
長
は「
子
ど

も
は
ほ
と
ん
ど
戻
ら
な
い
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
」「
何
年
か
後
、
村
民
の
20
％
か
ら

30
％
近
く
は
戻
る
の
で
は
な
い
か
」と
厳

し
い
見
通
し
を
口
に
し
た
。

　
そ
れ
が
、
汚
染
土
を
詰
め
た
袋
が
２
３

０
万
個
あ
る
村
の
現
実
だ
。「
避
難
指
示

解
除
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
そ
こ
が
ゼ
ロ

に
向
か
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
地
点
」。
津
波

被
災
地
は
発
生
時
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
飯

舘
村
は
ま
だ
ゼ
ロ
に
す
ら
な
っ
て
い
な

い
。

　
昨
年
７
月
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

南
相
馬
市
小
高
地
区
は
、
戻
っ
て
き
た
住

「原発と津波」の違い実感

●「
生
き
た
教
材
」に
触
れ
て

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
大
き
な
被
害

が
予
想
さ
れ
る
四
国
の
地
方
紙
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
学
び
、
伝

え
る
べ
き
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
特
に
、

被
災
後
に
ど
う
復
興
を
進
め
て
い
る
か
は

現
在
進
行
形
で
展
開
さ
れ
る「
生
き
た
教

材
」だ
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
集
団
移
転

に
よ
る
街
づ
く
り
を
行
う
宮
城
県
沿
岸
の

取
り
組
み
は
興
味
深
か
っ
た
。

　
津
波
の
被
害
を
受
け
た
６
集
落
が
話
し

合
っ
て
集
団
移
転
を
決
め
た
岩
沼
市
と
、

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
の
危
機
感
か
ら
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
新
市
街
地
の
整
備
を
急
い

だ
山
元
町
。
共
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

を
整
備
し
て
い
る
が
、手
法
は
対
極
的
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
は
あ
り
、
地
域
の
状
況

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
復
興
の
難
し
さ
を

表
し
て
い
た
。

　
震
災
発
生
か
ら
６
年
。
今
だ
か
ら
こ
そ

見
え
て
く
る
教
訓
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

相馬市松川浦漁港の「原釜荷さばき施
設」で試験操業の水揚げを見学。放射
性セシウムの検査施設が隣接されている

被
災
地
に
足
を
運
び
、
学
び
続
け
な
け
れ

ば
と
思
う
。

�

徳
島
新
聞
社
社
会
部
　
坂
田
　
佑
耶

●
復
興
の
総
仕
上
げ

　
取
材
２
日
目
、
宮
城
県
岩
沼
市
を
訪
れ

た
。
女
川
町
と
同
じ
く「
復
興
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
」と
称
さ
れ
、
住
民
主
導
の
街

づ
く
り
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
津
波
で
１

８
１
人
が
亡
く
な
っ
た
が
、
人
口
は
震
災

前
よ
り
70
人（
１
月
末
現
在
）も
増
え
、

「
住
み
よ
い
街
」と
答
え
る
市
民
の
割
合

も
86
％
と
高
い
。「
復
興
を
地
方
創
生
に

つ
な
げ
た
い
」と
語
る
菊
地
市
長
、
そ
の

爽
や
か
な
人
柄
に
も
触
れ
、
こ
う
し
た
数

字
に
納
得
で
き
た
。

　
一
方
で
、
集
団
移
転
先
に
移
り
住
ん
だ

市
民
に
は「
新
し
い
家
ば
建
て
ら
れ
て
、

え
が
っ
た
な
。
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
お
ら

の
家
も
流
さ
れ
れ
ば
え
が
っ
た
」な
ど

と
、
心
な
い
声
も
同
じ
市
民
か
ら
向
け
ら

れ
た
と
い
う
。
賠
償
金
を
め
ぐ
る
福
島
県

福島・宮城取材 団

民
の
間
で
も
同
様
の
こ
と
が
起
き

て
い
る
。

　
復
興
の
総
仕
上
げ
と
は
、
や
は

り「
人
々
の
心
」に
向
け
ら
れ
た

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感

じ
た
。
と
て
も
充
実
し
た
取
材
行

程
を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
に
感
謝
。

　
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
報
道
部

�

宮
崎
　
裕
子
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取 材団日程

■
岩
手
・
宮
城
取
材
団
日
程

２
月
13
日（
月
）盛
岡
駅
集
合
、
バ
ス
で

宮
古
駅
へ
▼
中
村
一
郎
三
陸
鉄
道
社
長
あ

い
さ
つ
、
同
北
リ
ア
ス
線
乗
車（
宮
古
―

田
野
畑
村
―
田
老
、
レ
ト
ロ
列
車
貸
し
切

り
）、
冨
手
淳
旅
客
サ
ー
ビ
ス
部
長
が
同

乗
・
説
明
▼
宮
古
市
田
老
地
区
の
防
潮
堤

建
設
現
場
、
震
災
遺
構「
た
ろ
う
観
光
ホ

テ
ル
」な
ど
視
察
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」

の
元
田
久
美
子
さ
ん
案
内
、
た
ろ
う
観
光

ホ
テ
ル
・
松
本
勇
毅
社
長
と
懇
談
▼
大
槌

町
へ
移
動
▼
吉
祥
寺（
同
町
吉
里
吉
里
）

高
橋
英
悟
住
職
・
生
き
た
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
長
の
話
▼
三
陸
花
ホ
テ
ル
は

ま
ぎ
く
に
宿
泊

同
14
日（
火
）旧
大
槌
町
役
場
見
学
▼
平

野
公
三
大
槌
町
長
会
見（
現
大
槌
町
役

場
）▼
赤
浜
地
区（
高
台
の
復
興
住
宅
建

設
地
域
）見
学
▼
小
野
食
品
大
槌
工
場
訪

問
、
小
野
昭
男
社
長
の
話
▼
岩
手
県
立
大

槌
高
校「
復
興
研
究
会
」メ
ン
バ
ー
と
懇

談
▼
釜
石
市
へ
移
動
▼
照
井
翠
氏（
俳

人
・
釜
石
高
校
教
諭)

の
話（
宿
泊
）

同
15
日（
水
）菅
原
茂
気
仙
沼
市
長
会
見

（
同
市
役
所
）▼
今
川
悟
、
熊
谷
雅
裕
両
市

議
会
議
員
同
行
で
離
島
・
大
島
へ（
フ
ェ

リ
ー
）▼
島
内
防
潮
堤
工
事
現
場
視
察
後
、

亀
山
山
頂
へ
▼
大
島
架
橋
促
進
協
議
会
の

小
松
武
会
長
な
ど
地
元
住
民
と
懇
談
▼

（
気
仙
沼
市
へ
戻
り
）Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
ス

ジ
ャ
ム
訪
問
、
佐
藤
賢
理
事
長
と
懇
談
▼

一
ノ
関
駅
で
解
散�

〔
参
加
：
10
人
〕

■
福
島
・
宮
城
取
材
団
日
程

２
月
21
日（
火
）福
島
駅
集
合
、
バ
ス
で

飯
舘
村
へ
▼
菅
野
典
雄
村
長
会
見（
同
村

役
場
）▼
い
い
た
て
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・

い
ち
ば
ん
館（
地
元
野
菜
を
使
っ
た
非
破

壊
式
検
査
機
器
の
実
演
）、
交
流
セ
ン
タ

ー
・
ふ
れ
愛
館
訪
問
、
い
い
た
て
ま
で
い

な
太
陽
光
発
電
所
の
概
要
説
明
▼
南
相
馬

市
へ
移
動
▼
菊
池
製
作
所
南
相
馬
工
場
見

学
、
佐
藤
弘
見
執
行
役
員
の
話
▼
相
馬
市

へ
移
動
▼
サ
ン
エ
イ
海
苔
の
立
谷
一
郎
社

長
と
懇
談（
宿
泊
）

同
22
日（
水
）相
馬
市
松
川
浦
漁
港
で
の

試
験
操
業
視
察
、
伊
東
充
幸
農
林
水
産
課

長
の
説
明
▼
宮
城
県
岩
沼
市
へ
移
動
▼
千

年
希
望
の
丘
を
見
学
▼
菊
地
啓
夫
岩
沼
市

長
会
見（
同
市
役
所
）▼
玉
浦
西
住
民
協

議
会
幹
部
と
懇
談
▼
山
元
町
へ
移
動
▼
山

元
い
ち
ご
農
園
見
学
▼
齋
藤
俊
夫
町
長
会

見（
同
町
役
場
）▼
山
元
町
臨
時
災
害
Ｆ

気仙沼からフェリーで大島へ。島内防潮堤の工事現場を視察
田老の防潮堤の上で。崩壊をまぬがれた部分に高さ70㎝の追加
工事が行われた。右奥は震災遺構第1号の「たろう観光ホテル」、
山を切り崩した高台には復興住宅の建設が進む（中央奥）

Ｍ
放
送
局
り
ん
ご
ラ
ジ
オ
訪
問
、
高
橋
厚

局
長
夫
妻
と
懇
談
▼
常
磐
線
山
下
駅（
昨

年
12
月
開
業
）か
ら
仙
台
駅
へ
▼
仙
台
駅

で
解
散�

〔
参
加
：
18
人
〕

菊池製作所南相馬工場でマッスルスーツを試
着。腰の負担を軽くする装着型補助装置で、
介護施設などで利用されている

岩沼市玉浦西地区の住民協議会幹部と懇談。沿岸部
6集落から集団移転した

東日本大震災10日後に開局した山元町の臨時災害ＦＭ局
りんごラジオの高橋厚局長夫妻。町は役割を終えたと３
月末の閉局を決めたが「もう１年は続けたかった」と語る
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「
ど
れ
だ
け
怖
か
っ
た
か
、
悔
し
か
っ

た
か
…
。
無
念
の
死
が
問
う
と
こ
ろ
を
い

つ
ま
で
も
語
り
継
ぐ
。
こ
の
ま
ま
忘
れ
去

ら
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」

に
、
改
め
て
犠
牲
を
見
つ
め
直
す
厳
粛
な

空
気
が
被
災
地
を
覆
う
。

遺
族
に
と
っ
て
は「
な
ぜ
犠
牲
に
な
っ

た
の
か
」「
救
え
た
命
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」と
の
問
い
掛
け
を
自
ら
と
地
域
や
社

会
に
向
け
直
す
節
目
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

発
せ
ら
れ
る「
震
災
を
教
訓
に
、
同
じ
犠

牲
を
繰
り
返
さ
な
い
で
」と
い
う
訴
え
が

重
く
響
く
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

震
災
の
本
質
は
何
か
。
復
旧
・
復
興
過

程
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
あ
る
だ
ろ
う
が
、

こ
の
先
進
国
日
本
に
お
い
て
、
一
度
の
災

害
で
２
万
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
た
事
実
１

点
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、
津
波

被
災
の
脅
威
に
向
き
合
い
、
生
死
を
分
け

た
避
難
の
明
暗
に
思
い
を
深
め
、
次
な
る

被
災
に
備
え
る
こ
と
が
最
重
要
の
テ
ー
マ

の
は
ず
だ
。

災
禍
を
間
近
に
経
験
し
た
者
に
は
、
あ

の
出
来
事
を「
忘
れ
な
い
」た
め
に
、
よ

り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
歳
月
が
た
ち
風
化
の
懸
念
が
深
ま

り
だ
し
た
今
こ
そ
が
正
念
場
に
な
る
。

■「
呼
び
掛
け
」だ
け
で
な
く「
働
き
掛
け
」を

河
北
新
報
社
が
昨
年
４
月
、「
防
災
・

教
育
室
」を
新
設
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う

な
被
災
地
全
体
の
思
い
が
背
景
に
あ
る
。

震
災
翌
年
か
ら
兼
務
体
制
で
続
け
て
き

た
月
１
度
の
巡
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
む

す
び
塾
」な
ど
の
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ

る
た
め
に
専
任
体
制
と
し
、
教
育
関
係
の

担
当
者
と
合
流
す
る
形
で
室
を
発
足
さ
せ

た
。紙

面
を
通
じ
て
備
え
を「
呼
び
掛
け

る
」だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
出
向
い
て

震
災
を
振
り
返
り
、
防
災
を
語
り
合
お
う

と「
働
き
掛
け
る
」。
震
災
前
の
防
災
報

道
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
草
の
根
の
仕
掛

け
と
し
て
、「
む
す
び
塾
」は
60
回
を
超

え
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
に
備
え

る
全
国
の
地
方
紙
・
放
送
局
と
共
催
し
て

震
災
教
訓
を
共
有
す
る
仕
掛
け
も
８
回
に

な
り
、
回
を
重
ね
て
い
る
。

風
化
に
あ
ら
が
う
た
め
、
４
月
に
は
新

規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
３
１
１『
伝
え
る
／

備
え
る
』次
世
代
塾
」を
開
講
す
る
。
学

生
ら
を
対
象
に
、
被
災
現
場
の
現
実
と
向

き
合
い
、
教
訓
を
学
ぶ
内
容
の
通
年
講
座

を
組
む
。
大
学
な
ど
と
連
携
し
、
震
災
伝

承
の
担
い
手
を
長
く
育
て
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
す
。

産
学
官
民
の
関
係
団
体
、
報
道
機
関
の

連
携
組
織「
み
や
ぎ
防
災
・
減
災
円
卓
会

議
」（
70
団
体
、
１
３
０
人
登
録
）の
発
足

に
も
関
わ
り
、
事
務
局
と
し
て
教
訓
発
信

強
化
の
呼
び
掛
け
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。全

て
は
試
行
錯
誤
の
過
程
に
あ
る
が
、

自
ら
の
役
割
を
限
定
し
て
捉
え
ず
、
紙
面

や
番
組
を
超
え
た
次
元
で
あ
ら
ゆ
る
機
能

を
総
動
員
し
、
地
域
、
全
国
、
世
界
へ
の

働
き
掛
け
を
重
ね
て
い
く
覚
悟
が
根
底
に

は
あ
る
。

災
害
犠
牲
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
何

が
で
き
る
か
。
七
回
忌
に
改
め
て
被
災
地

新
聞
社
の
責
務
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
た
け
だ
・
し
ん
い
ち
　
防
災
・
教
育
室
長
）

会
社
員
の
息
子

を
東
日
本
大
震
災

の
津
波
で
亡
く
し

た
母
親
は
、
復
興

事
業
で
大
き
く
姿

を
変
え
る
宮
城
県

女
川
町
の
被
災
現

場
に
立
ち
、
涙
を

浮
か
べ
た
。

年
明
け
か
ら
何

度
か
津
波
被
災
地

を
巡
る
中
で
、
語

り
部
と
な
っ
た
遺

族
の
思
い
に
触
れ

る
機
会
が
続
い
て

い
る
。

震
災
６
年
は
七

回
忌
に
当
た
る
。

供
養
の
節
目
を
前

昨年12月の「むすび塾」は、高校生の視察と語り合いを
実施した。次世代が被災体験を共有し、伝承の担い手に
なる大切さを確かめ合った（東松島市／河北新報社提供）

特
集「
３
・
11
か
ら
６
年
　
備
え
と
教
訓
」

　日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
で
は
、毎
年
3
月
号
に
東
日
本
大
震
災
の
特
集
を
組
ん
で
き
ま
し
た
。

6
年
目
の
今
年
は「
備
え
と
教
訓
」を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
社
と
し
て
震
災
の
教
訓
を
ど
の

よ
う
に
生
か
し
対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
防
災・災
害
報
道
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
、

被
災
地
と
、今
後
の
大
規
模
災
害
発
生
が
危
ぶ
ま
れ
る
地
域
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「むすび塾」60回超える

防災報道の輪広げたい
■河北新報社　武田　真一
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備 えと教訓�

東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
に

伴
う
避
難
区
域
は

今
春
、
大
き
な
節

目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
帰
還

困
難
区
域
を
除

く
、
ほ
と
ん
ど
の

避
難
指
示
解
除
準

備
、
居
住
制
限
区

域
が
解
除
さ
れ
る

見
通
し
だ
。
か
つ

て
双
葉
郡
の
中
心

だ
っ
た
富
岡
、
浪

江
両
町
の
一
部
地

域
が
含
ま
れ
る
。

た
だ
、
避
難
区
域

が
解
除
さ
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
多

今春、避難区域の大部分が解除される富岡町。大規模災害発
生時の対応が課題として浮上する（福島民報社提供）

避難指示解除を前に

新たな大災害への体制を考える
■福島民報社　円谷　真路

く
の
住
民
が
直
ち
に
戻
る
の
は
難
し
い
。

役
場
職
員
も
例
外
で
は
な
い
。

避
難
先
の
便
利
な
暮
ら
し
に
慣
れ
た

り
、
原
発
へ
の
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
だ
っ

た
り
、
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
６
年
も
の

避
難
生
活
で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

生
ま
れ
、
そ
れ
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き

な
い
住
民
も
い
る
だ
ろ
う
。

国
な
ど
は
解
除
に
向
け
て
社
会
基
盤
の

復
旧
、
除
染
、
商
業
や
医
療
施
設
整
備
を

行
い
、
帰
還
す
る
住
民
の
不
安
払
拭
に
全

力
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
よ

り
、
平
時
の
生
活
に
不
便
は
少
な
い
の
だ

ろ
う
が
、
新
た
な
大
災
害
発
生
時
の
即
応

体
制
は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
。

昨
年
11
月
22
日
早
朝
に
発
生
し
た
福
島

県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
で
新
た
な
課
題

が
浮
上
し
た
。
役
場
職
員
の
多
く
が
避
難

生
活
を
続
け
て
い
る
旧
避
難
区
域
の
住
民

を
ど
う
守
る
か
だ
。
楢
葉
町
で
は
現
在
も

職
員
の
多
く
が
約
20
キ
ロ
離
れ
た
、
い
わ

き
市
な
ど
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。

地
震
発
生
後
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

職
員
の
多
く
が
災
害
対
応
の
拠
点
と
な
る

町
役
場
を
目
指
し
た
が
、
迅
速
に
登
庁
で

き
た
職
員
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

交
通
渋
滞
が
発
生
し
た
た
め
だ
。
町
と

い
わ
き
市
を
結
ぶ
常
磐
自
動
車
道
が
通
行

止
め
に
な
っ
た
。
国
道
６
号
は
沿
岸
を
通

過
す
る
区
間
が
あ
り
、
津
波
被
害
の
危
険

性
が
あ
っ
た
。
結
果
、
内
陸
部
の
県
道
に

車
が
集
中
し
、大
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
た
。

町
内
は
幸
い
津
波
に
よ
る
被
害
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
沿
岸
部
に
巨
大
津
波
が

到
達
し
て
い
た
ら
、
被
害
状
況
の
把
握
や

救
助
、
支
援
要
請
な
ど
命
に
関
わ
る
活
動

が
滞
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

わ
が
社
の
取
材
活
動
も
渋
滞
に
巻
き
込

ま
れ
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
被

害
状
況
が
見
え
な
い
中
、
大
が
か
り
な
取

材
態
勢
を
と
る
の
は
難
し
い
が
、
現
場
に

到
着
で
き
な
け
れ
ば
何
も
分
か
ら
な
い
。

内
陸
部
の
支
社
、
支
局
か
ら
記
者
を
投
入

し
た
方
が
、
迅
速
に
取
材
活
動
を
展
開
で

き
て
い
た
だ
ろ
う
。
今
後
の
取
材
活
動
の

教
訓
と
し
た
い
。

■「
千
年
に
一
度
」で
片
付
け
な
い

今
春
、
帰
還
困
難
区
域
以
外
の
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
る
富
岡
町
は
当
初
、
ど
れ

ほ
ど
の
町
民
が
帰
還
す
る
の
か
は
不
透
明

だ
。
双
葉
署
は
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
向
け
町
内
の
か
つ
て
の
庁
舎
で
業
務

を
再
開
す
る
。
し
か
し
、
災
害
対
応
の
現

場
を
担
う
町
消
防
団
は
団
員
２
５
５
人
の

う
ち
、
３
割
近
い
70
人
が
今
春
の
退
団
意

向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
団
員
の
多
く

は
当
面
、
い
わ
き
、
郡
山
両
市
の
避
難
先

で
生
活
を
続
け
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
誰
が

ど
う
い
う
手
段
で
帰
還
し
た
住
民
を
守
る

の
か
。
富
岡
町
に
限
ら
ず
、
避
難
区
域
が

解
除
さ
れ
た
町
村
が
直
面
し
て
い
る
課
題

だ
ろ
う
。

避
難
区
域
の
解
除
と
と
も
に
古
里
に
戻

る
と
い
う
判
断
も
、
今
す
ぐ
に
は
戻
れ
な

い
と
い
う
思
い
も
、
ず
っ
と
戻
ら
な
い
と

の
決
断
も
、
６
年
に
及
ぶ
避
難
生
活
を
続

け
て
い
る
原
発
事
故
被
災
者
の
悩
み
抜
い

た
身
の
振
り
方
だ
。
避
難
区
域
が
解
除
さ

れ
た
自
治
体
は
、
住
民
の
思
い
を
尊
重
し

な
が
ら
古
里
再
生
に
向
け
帰
還
を
促
し
て

い
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
原
発
事
故
被

災
地
再
生
の
過
程
で
生
じ
た
、
役
場
職
員

を
含
む
住
民
が
少
な
い
と
い
う
異
常
事
態

に
何
ら
か
の
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

大
災
害
発
生
直
後
の
短
い
時
間
で
あ
っ

て
も
、
旧
避
難
区
域
全
体
の
被
害
状
況
を

目
配
り
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
避
難

区
域
が
解
除
さ
れ
た
近
隣
の
町
村
間
や
、

役
場
・
警
察
・
消
防
の
枠
組
み
を
超
え
た

災
害
対
応
制
度
の
整
備
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
。
震
災
を「
千
年
に
一
度
」と
片
付
け

ず
、
旧
避
難
区
域
に
特
化
し
た
大
規
模
災

害
対
応
を
構
築
す
べ
き
だ
。
そ
れ
が
居
住

者
ば
か
り
で
な
く
、
帰
還
を
た
め
ら
う
住

民
の
安
心
に
も
つ
な
が
る
。

（
つ
む
ら
や
・
し
ん
じ
　
い
わ
き
支
社
報
道
部
長
）
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て
い
た
は
ず
の
津

波
の
破
壊
力
、
甚

大
な
被
害
が
広
域

に
及
ぶ
こ
と
、
さ

ら
に
想
定
を
超
え

る
も
ろ
も
ろ
の
現

象
。
全
て
が
対
策

の
再
構
築
を
求
め

る
も
の
だ
っ
た
。

ま
ず
大
地
震
の

発
災
時
に
ど
う
す

る
か
。

と
に
か
く
津
波

か
ら
の
避
難
を
呼

び
掛
け
る
こ
と

だ
。
仮
に
駿
河
湾

や
遠
州
灘
の
陸
に

近
い
所
を
震
源
と

し
て
南
海
ト
ラ
フ

東海・東南海・南海地震に備える

平時からの備え促す報道を
■静岡放送　鈴木　吉彦

静
岡
県
は「
東
海
地
震
が
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
」と
さ
れ
、
１
９
７
０

年
代
の
後
半
か
ら
備
え
を
固
め
て
き
た
。

建
物
の
耐
震
化
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
、
揺

れ
や
津
波
に
つ
い
て
の
防
災
教
育
な
ど

だ
。
静
岡
放
送
で
は
夕
方
の
ロ
ー
カ
ル
ニ

ュ
ー
ス
の
時
間
に
防
災
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
防
災
特
番
を
制
作
し
、
県
民
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
き
た
。

し
か
し
東
日
本
大
震
災
は
、
そ
れ
が
全

く
甘
い
考
え
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
私

た
ち
に
示
し
た
。
知
識
の
上
で
は
分
か
っ

地
震
が
起
き
る
と
、
最
悪
の
場
合
、
数
分

で
津
波
に
襲
わ
れ
る
地
域
が
あ
る
。

そ
れ
ま
で
報
道
局
内
で
実
施
し
て
い
た

訓
練
の
手
順
を
見
直
し
、
よ
り
早
く
ロ
ー

カ
ル
特
番
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
、
そ
し
て

強
い
ト
ー
ン
で
津
波
か
ら
の
避
難
を
呼
び

掛
け
る
こ
と
に
し
た
。
河
川
を
遡
上
し
た

津
波
が
内
陸
で
あ
ふ
れ
る
こ
と
な
ど
も
視

野
に
入
れ
た
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
主
導
で
適

切
な
呼
び
掛
け
方
を
検
討
し
て
い
る
。

ど
の
時
間
帯
に
発
災
す
る
か
で
、取
材
・

放
送
態
勢
が
整
う
ま
で
の
時
間
差
は
あ

る
。
そ
れ
で
も
夜
間
の
発
災
を
想
定
し
た

訓
練
に
は
、
泊
ま
り
勤
務
の
者
が
１
人
し

か
い
な
い
状
況
で
も
、
少
し
で
も
時
間
を

無
駄
に
し
な
い
心
構
え
で
臨
ん
で
い
る
。

ど
れ
だ
け
早
く
取
材
態
勢
を
立
ち
上
げ

ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
は
、
ヘ
リ
も
大
き

い
焦
点
の
１
つ
と
考
え
て
い
る
。
被
害
の

概
況
を
把
握
す
る
の
に
ヘ
リ
の
空
撮
が
力

を
発
揮
す
る
。
社
屋
屋
上
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
使
え
な
い
場
合
に
備
え
、
社
屋
脇
へ
の

着
陸
の
検
証
を
行
っ
た
。

一
方
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
静
岡
新

聞
も
合
わ
せ
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計

画
）も
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
３
年
に
は

燃
料
確
保
の
た
め
に
自
前
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
た
。
約
30
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
の
タ
ン
ク
に
ガ
ソ
リ
ン
を
備
蓄
、
平

時
に
社
有
車
が
こ
こ
で
給
油
す
る
こ
と

で
、
ガ
ソ
リ
ン
が
常
に
新
し
く
な
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

ま
た
Ｊ
Ｎ
Ｎ
系
列
に
お
い
て
も
、
各
局

の
連
携
を
強
め
る
た
め
に
防
災
担
当
デ
ス

ク
・
記
者
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
人
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
ツ
ー
ル
や
応
援
態

勢
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

■
厳
し
い
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
さ
な
い

次
に
大
き
く
変
わ
っ
た
と
言
え
る
の
は

普
段
か
ら
の
地
震
防
災
報
道
そ
の
も
の

だ
。平

時
か
ら
の
備
え
で
緊
急
時
の
明
暗
が

分
か
れ
る
た
め
、
住
民
に
備
え
て
も
ら
う

た
め
の
報
道
が
、
ロ
ー
カ
ル
局
の
責
務
の

１
つ
だ
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
備

え
の
た
め
の
前
提
が
東
日
本
大
震
災

以
降
、
大
き
く
変
化
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
津
波
高
の
想

定
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
た
。
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
の
３
連
動
地
震

の
お
そ
れ
が
、
よ
り
強
く
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。ま
た
昨
年
、

国
は
、
そ
れ
ま
で
東
海
地
震
対
策
の

根
幹
を
な
し
て
き
た
予
知
の
見
直
し

に
着
手
し
た
。

　
住
民
目
線
に
立
っ
て
言
い
換
え
れ

ば
、
よ
り
高
い
津
波
に
備
え
、
予
知

も
県
外
か
ら
の
救
援
も
、
即
、
当
て

に
し
な
い
準
備
が
さ
ら
に
必
要
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
ニ
ュ
ー
ス
の

中
で「
そ
れ
で
は
救
い
が
な
い
」と
い
う

レ
ベ
ル
に
ま
で
、
時
に
踏
み
込
む
よ
う
に

な
っ
た
。
厳
し
い
現
実
を
直
視
す
る
こ
と

か
ら
、
対
策
と
備
え
を
見
い
だ
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

そ
の
意
識
が
よ
り
強
ま
っ
た
。
同
時
に
視

聴
者
＝
静
岡
県
民
の
中
で
も
、
そ
の
意
識

は
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

一
方
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
た

つ
。
こ
れ
か
ら
怖
い
の
は
記
憶
の
風
化
や

訓
練
な
ど
の
形
骸
化
だ
。
そ
れ
ら
を
防
ぐ

報
道
を
続
け
つ
つ
、
自
分
た
ち
自
身
も
戒

め
て
い
き
た
い
。

（
す
ず
き
・
よ
し
ひ
こ
　
イ
ブ
ア
イ
ニ
ュ
ー
ス

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

屋上ヘリポートが使えない場合を想定し、社屋脇で着陸検
証を実施（静岡放送提供）
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備 えと教訓�

２
０
１
１
年
３

月
11
日
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発

で
発
生
し
た
事
故

は
、
四
国
唯
一
の

原
発
立
地
県
で
あ

る
愛
媛
県
民
に
も

大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
。

１
９
７
２
年
に

国
か
ら
原
子
炉
設

置
許
可
を
受
け
、

四
国
電
力
伊
方
原

発
１
号
機
が
国
内

13
番
目
と
な
る
運

転
開
始
の
日
を
迎

え
た
の
は
77
年
。

82
年
に
伊
方
２
号

機
が
稼
働
し
て
か

伊方再稼働　立地県として

「地元」の枠超えて原発を伝える
■愛媛新聞社　武田　亮

事
故
後
、
愛
媛
県
は
原
発
の
重
大
事
故

を
想
定
し
た
地
域
防
災
計
画
を
大
幅
修

正
。
原
発
が
立
地
す
る
伊
方
町
以
外
の
原

発
30
㌔
圏
の
６
市
町
も
新
た
に
計
画
を
策

定
し
た
。
愛
媛
新
聞
で
は
取
材
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
資
材
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
た
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
、国
の
指
針
な
ど
を
踏
ま
え
、

原
発
周
辺
で
の
退
避
基
準
、
社
内
の
指
示

命
令
系
統
な
ど
を
明
記
。
原
発
が
立
地
す

る
伊
方
町
の
取
材
を
担
当
す
る
最
前
線
の

八
幡
浜
支
社（
八
幡
浜
市
）に
は
、
線
量

計
な
ど
の
従
来
装
備
に
加
え
、
自
治
体
の

防
災
担
当
ら
に
準
じ
た
作
業
服
や
安
全
装

備
を
追
加
配
置
し
た
。

加
え
て
、
原
発
事
故
に
対
す
る
社
内
意

識
の
醸
成
に
も
着
手
し
た
。
11
年
か
ら
福

島
県
に
定
期
的
に
派
遣
し
て
い
る
記
者
ら

に
よ
る
報
告
会
を
開
い
た
。
紙
面
で
伝
え

き
れ
な
か
っ
た
内
容
を
共
有
し
、「
愛
媛

で
原
発
事
故
が
起
き
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
」を
個
々
が
考
え
る
機
会
と
し
て
き

た
。ま

た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
福
島
県

双
葉
町
を
離
れ
、
松
山
市
で
生
活
し
て
い

る
県
内
避
難
者
を
招
い
た
講
演
会
な
ど
も

開
催
。
事
故
当
時
や
避
難
生
活
な
ど
を
紹

介
し
て
も
ら
い
、
社
内
全
体
で
原
発
事
故

避
難
者
の
思
い
を
学
ん
だ
。

■
県
民
・
メ
デ
ィ
ア
の
意
識
変
え
た
３
・
11

報
道
も
よ
り
幅
広
く
、
よ
り
詳
細
に
な

稼
働
し
、
運
転
開
始
か
ら
40
年
を
前
に
し

た
１
号
機
は
同
５
月
に
電
気
事
業
法
に
基

づ
い
て
廃
炉
が
決
ま
り
、
大
き
な
節
目
の

年
を
迎
え
た
。

日
本
一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
の
付
け
根

に
立
地
し
て
い
る
た
め
広
域
避
難
計
画
の

実
効
性
に
課
題
を
残
す
な
ど
、
県
民
に
は

安
全
性
に
根
強
い
不
安
が
あ
る
。
今
年
も

同
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
県
民
に
向
き

合
い
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
姿
勢
で

臨
み
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
た
け
だ
・
あ
き
ら
　
編
集
局
報
道
部
長
）

っ
た
。
１
９
８
７
～
88
年
に
伊
方
２
号
機

で
行
わ
れ
た
出
力
調
整
運
転
実
験
、
２
０

１
０
年
の
伊
方
３
号
機
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発

電
導
入
と
い
っ
た
重
大
事
案
だ
け
で
な

く
、
日
々
の
伊
方
原
発
や
伊
方
町
の
動
き

は
報
じ
て
き
た
。
し
か
し
事
故
後
、
愛
媛

県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
伊
方
原
発
の
周

辺
だ
け
で
な
く
、
原
発
か
ら
１
０
０
㌔
余

り
離
れ
た
県
内
の
他
地
域
に
も
原
発
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
11
年
５
月
に
県
内
20
市
町

の
首
長
に
原
発
の
見
方
や
耐
震
性
な
ど
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
再
稼
働
判

断
の
一
端
を
担
う
県
議
の
ほ
か
、
県
選
出

国
会
議
員
へ
と
対
象
を
広
げ
た
。
伊
方
原

発
の
電
力
供
給
が
主
に
四
国
内
で
あ
る
こ

と
か
ら
12
年
７
月
に
は
、
四
国
４
県
知
事

に
原
発
の
安
全
性
や
必
要
性
な
ど
を
問

い
、
愛
媛
県
知
事
と
、
他
の
３
知
事
と
の

認
識
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

さ
ら
に
、
伊
方
原
発
へ
の
県
民
の
意
向

を
探
ろ
う
と
、
11
年
か
ら
県
民
世
論
調
査

を
計
10
回
実
施
。「
再
稼
働
に
否
定
的
」

が
お
お
む
ね
５
～
６
割
で
、「
肯
定
的
」

の
３
～
４
割
を
上
回
る
と
い
う
回
答
を
得

て
き
た
。
こ
う
し
た
県
民
の
意
向
に
向
き

合
い
な
が
ら
、
原
発
立
地
自
治
体
を
指
す

こ
と
が
多
か
っ
た
従
来
の「
地
元
」と
い

う
枠
を
超
え
た
報
道
を
心
掛
け
て
い
る
。

伊
方
原
発
は
16
年
８
月
、
全
３
基
停
止

か
ら
約
４
年
７
カ
月
ぶ
り
に
３
号
機
が
再

ら
は
24
時
間
３
６
５
日
、
愛
媛
の
地
に
原

子
の
灯
が
と
も
っ
て
き
た
。

こ
の
間
、
伊
方
原
発
内
外
で
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
・
事
故
が
発
生
し
た
が
、

常
に「
伊
方
は
大
丈
夫
」と
の
言
葉
が
電

力
会
社
を
は
じ
め
、
行
政
や
地
元
住
民
か

ら
も
出
て
い
た
。
だ
が
未
曽
有
の
被
害
を

与
え
、
な
お
多
く
の
地
元
住
民
ら
に
避
難

生
活
を
強
い
て
い
る
福
島
第
一
原
発
事
故

は
愛
媛
県
民
の
意
識
を
大
き
く
変
え
た
。

「
原
発
事
故
は
起
こ
る
」と
。
そ
れ
は
愛

媛
新
聞
社
内
に
お
い
て
も
そ
う
だ
っ
た
。

昨年の愛媛県原子力防災訓練で、四国電力伊方原発が立地する伊方
町の住民らは海路からも避難した（2016年11月／愛媛新聞社提供）
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日
米
首
脳
会
談�

岩
田

　夏
弥（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
）

〝
異
例
ず
く
め
〟

　
　
や
っ
ぱ
り
振
り
回
さ
れ
ま
し
た

　
就
任
以
来
、
そ
の
名
を
耳
に
し
な
い
日

は
な
い
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

安
倍
首
相
が
会
談
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
常

識
が
通
用
せ
ず
、
言
動
も
予
測
不
可
能
な

リ
ー
ダ
ー
と
の
会
談
に
、
わ
れ
わ
れ
同
行

記
者
団
も
か
な
り
振
り
回
さ
れ
た
。

　
２
月
10
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
行
わ

れ
た
首
脳
会
談
の
後
、
両
首
脳
は
並
ん
で

記
者
会
見
し
た
。
私
は
こ
の
場
で
初
め
て

ト
ラ
ン
プ
氏
を
目
に
し
た
が
、
第
一
印
象

は
、
大
変
失
礼
な
が
ら
申
し
あ
げ
れ
ば
、

「
意
外
と
か
っ
こ
い
い
」。
テ
レ
ビ
で
見
て

き
た
ト
ラ
ン
プ
氏
に
は
、
そ
の
発
言
内
容

も
相
ま
っ
て「
何
と
も
上
品
で
な
い
」と

思
っ
て
い
た
が
、
１
９
０
セ
ン
チ
の
立
派

な
体
格
か
ら
は
、「
俳
優
」的
な
雰
囲
気

も
感
じ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
の
冒
頭
発
言
に
続
き
、
通

訳
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
か
ら
外
し
て
話
し
始

め
た
安
倍
首
相
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
随
時
、

満
面
の
笑
み
で
う
な
ず
く
の
だ
が
、
ど
こ

か
違
和
感
が
…
。

　
よ
く
見
る
と
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
い

な
い
。「
ど
う
い
う
こ
と
？
」「
い
く
ら
何

で
も
首
相
に
失
礼
だ
」「
い
や
、
少
し
日
本

語
が
分
か
る
の
か
？
」な
ど
、
余
計
な
こ

と
も
頭
の
中
を
駆
け
め
ぐ
る
会
見
だ
っ
た

が
、
首
相
や
官
邸
・
外
務
省
幹
部
の
表
情

が
緊
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
が
気

が
か
り
だ
っ
た
。「
本
当
の
勝
負
」は
こ

れ
か
ら
２
人
が
向
か
う「
パ
ー
ム
ビ
ー

チ
」だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

歴
史
的「
ゴ
ル
フ
外
交
」 

撮
影
Ｎ
Ｇ
で
現
地
は
大
混
乱

　
今
回
の
訪
米
の
最
大
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と

み
ら
れ
て
い
た「
ゴ
ル
フ
会
談
」。
会
場

と
な
る
フ
ロ
リ
ダ
州
・
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
の

ト
ラ
ン
プ
氏
の
ゴ
ル
フ
場
に
は
、
数
日
前

か
ら
別
の
記
者
と
カ
メ
ラ
マ
ン
を
派
遣
し

た
。
と
い
う
の
は
、
当
然
撮
影
で
き
る
と

考
え
て
い
た
両
首
脳
の
ゴ
ル
フ
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
側
か
ら「
ア
メ
リ
カ
側
が

一
切
認
め
な
い
と
言
っ
て
い
る
」と
伝
え

ら
れ
た
か
ら
だ
。

　
映
像
が
撮
れ
る
か
ど
う
か
は
大
問
題

だ
。
先
乗
り
し
た
チ
ー
ム
は
ゴ
ル
フ
場
の

外
を
何
度
も
回
っ
て
下
見
を
し
た
も
の

の
、
さ
す
が
に
高
級
ゴ
ル
フ
場
、
高
さ
３

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
木
々
で
囲
ま
れ
て
中
は

全
く
見
え
ず
、
近
く
に
上
か
ら
見
下
ろ
せ

る
ビ
ル
も
な
い
。
前
日
に
は
ヘ
リ
を
飛
ば

し
て
空
撮
し
た
も
の
の
、
当
日
は
警
備
の

た
め
不
可
能
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
11
日
。
ゴ
ル
フ
場
に
入
る
２
人

の
車
列
を
苦
労
し
て
撮
影
し
、
プ
レ
ー
が

始
ま
る
と
、
現
場
に
い
た
関
係
者
が
２
人

の
画
像
を
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
始
め

た
。
そ
の
う
ち
ト
ラ
ン
プ
氏
自
ら
も
画
像

を
投
稿
す
る
な
ど
、
報
道
陣
は「
ネ
ッ
ト

検
索
大
会
」に
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
関
係
者
は「
私
た
ち

は
撮
影
さ
せ
よ
う
と
準
備
し
て
き
た
の

に
、
日
本
側
か
ら
断
っ
て
き
た
」と
話
し

て
い
て
、
撮
影
不
可
と
な
っ
た
本
当
の
経

緯
は
不
明
だ
。

　
プ
レ
ー
を
終
え
た
２
人
は
、
別
の
ゴ
ル

フ
場
へ
移
動
。
昼
食
と
考
え
て
い
た
ら
、

外
務
省
か
ら「
ゴ
ル
フ
を
開
始
し
た
」と

ア
ナ
ウ
ン
ス
。
こ
う
し
て
、「
27
ホ
ー
ル
」

と
い
う「
異
例
の
ゴ
ル
フ
外
交
」が
終
わ

っ
た
。

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
発
射 

「
高
級
リ
ゾ
ー
ト
」で
緊
急
会
見

　「
極
め
付
き
」
は
そ
れ
か
ら
だ
っ
た
。

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
。
首
相

は
当
初
、
日
本
側
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
ホ
テ
ル
で
、
ぶ
ら
下
が
り
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
急
き
ょ
ト

ラ
ン
プ
氏
所
有
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
内
で
、

２
人
で
会
見
す
る
と
い
う
の
だ
。

　
慌
た
だ
し
く
バ
ス
に
乗
り
、
厳
重
な
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
て
入
っ
た
そ
の
場
所
は
、

広
大
な
敷
地
に
瀟
洒
な
建
物
、
真
っ
青
な

プ
ー
ル
と
ま
る
で「
映
画
の
セ
ッ
ト
」。

　
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
あ
る
ホ
ー
ル
が
会
見

場
と
な
り
、
現
れ
た
両
首
脳
。
ア
メ
リ
カ

国
内
な
の
に
首
相
が
最
初
に
発
言
し
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
首
相
の
斜
め
後
ろ
に
直
立
。

数
メ
ー
ト
ル
の
間
近
に
い
た
私
は「
首
相

が
社
長
で
、
大
統
領
が
副
社
長
」か
の
よ

う
な
、
奇
妙
な
感
覚
に
陥
っ
た
。

　
そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
が
マ
イ
ク
の
前
に

進
む
と「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
１
０
０

％
、
グ
レ
ー
ト
な
同
盟
国
・
日
本
と
共
に

あ
る
」と
だ
け
述
べ
て
終
了（
13
秒
）。

　「
普
通
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
し
て
北

朝
鮮
へ
の
非
難
な
り
抗
議
な
り
、
明
確
に

言
う
も
の
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
疑
問
を
抱

え
な
が
ら
外
に
出
る
と
、
リ
ゾ
ー
ト
内
の

向
か
い
の
建
物
で
は
、
激
し
い
ロ
ッ
ク
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
中
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
真
っ

最
中
だ
っ
た
。
世
界
の
安
全
保
障
に
関
す

る
会
見
と
大
音
量
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、
目
ま

い
が
し
た
。

い
わ
た
・
な
つ
や
▼
１
９
９
８
年
入
社
　
政
治

部
　
報
道
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
を
経
て
　

２
０
１
４
年
か
ら
政
治
部
首
相
官
邸
キ
ャ
ッ
プ

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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文
科
省
天
下
り
問
題�

花
房

　壮（
産
経
新
聞
社
）

「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
開
く

　
　
厚
い
壁
を
切
り
崩
す
日
々

　
文
部
科
学
省
の
組
織
的
天
下
り
斡
旋
問

題
が
底
な
し
の
様
相
を
み
せ
て
い
る
。

　
文
科
省
は
１
月
20
日
、
内
閣
府
の
再
就

職
等
監
視
委
員
会
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

職
員
の
斡
旋
を
規
制
し
た
国
家
公
務
員
法

に
違
反
し
た
と
し
て
、
前
川
喜
平
前
事
務

次
官
ら
職
員
７
人
を
懲
戒
処
分
し
た
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
新
た
な
疑
惑
や

違
法
行
為
が
芋
づ
る
式
に
表
面
化
し
、
収

拾
の
見
通
し
は
全
く
立
っ
て
い
な
い
。

　
国
家
公
務
員
の
天
下
り
は
古
く
て
新
し

い
問
題
だ
。
今
に
始
ま
っ
た
問
題
で
は
な

く
、
監
視
委
も
こ
れ
ま
で
に
国
土
交
通
省

の
元
審
議
官
ら
に
よ
る
斡
旋
行
為
を
摘
発

し
て
お
り
、
違
反
行
為
自
体
は
珍
し
く
な

い
。
た
だ
、
文
科
省
の
事
案
が
従
来
の
ケ

ー
ス
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
そ
の
悪
質

さ
と
規
模
の
点
だ
ろ
う
。

用
意
周
到
な〝
組
織
的
犯
行
〟 

絶
対
に
許
さ
れ
な
い

　「
こ
れ
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」

　
松
野
博
一
文
科
相
の
記
者
会
見
を
聞
い

た
際
の
率
直
な
感
想
だ
。
一
連
の
天
下
り

問
題
の
発
火
点
と
も
な
っ
た
、
早
稲
田
大

学
へ
の
前
高
等
教
育
局
長
の
再
就
職
で
、

主
導
し
た
文
科
省
人
事
課
が
正
当
な
手
続

き
を
装
う
た
め
、監
視
委
の
調
査
に
対
し
、

早
大
担
当
者
を
巻
き
込
ん
だ
口
裏
合
わ
せ

と
虚
偽
回
答
を
し
て
い
た
の
だ
。
今
回
の

問
題
は
こ
の
１
点
で
、
取
材
競
争
の
火
が

点
い
た
と
い
っ
て
い
い
。

　
さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、
国
家
公
務
員
法

を
か
い
く
ぐ
る
た
め
、
現
職
時
代
か
ら
斡

旋
業
務
を
担
当
し
て
い
た
人
事
課
Ｏ
Ｂ
の

嶋
貫
和
男
氏
を
脱
法
的
ス
キ
ー
ム
の
キ
ー

マ
ン
と
し
て
活
用
し
、
息
の
か
か
っ
た
関

連
団
体
な
ど
に
手
を
回
し
て
、
嶋
貫
氏
へ

の
法
外
な
報
酬
や
厚
遇
を
提
供
し
て
い
た

こ
と
だ
。〝
組
織
的
犯
行
〟と
呼
ぶ
し
か
な

い
所
業
だ
っ
た
。

　
監
視
委
が
認
定
し
た
10
件
の
違
法
行
為

の
ほ
か
に
、
28
件
で
も
疑
い
の
あ
る
ケ
ー

ス
が
指
摘
さ
れ
た
。
取
材
は
、
こ
れ
ら
の

ケ
ー
ス
を
追
及
し
、
新
た
な
事
案
を
掘
り

起
こ
す
こ
と
だ
っ
た
が
、「
想
像
以
上
に
壁

は
厚
い
」と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る
本
音
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
手
が
か
り
は
あ
る
。
内
閣

人
事
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）に
は
、

職
員
に
よ
る
斡
旋
を
規
制
し
た
改
正
国
家

公
務
員
法
が
施
行
さ
れ
た
08
年
以
降
の
各

省
管
理
職
の
再
就
職
状
況
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、「
退
職
日
と
再
就
職
日
が
近
い
ケ

ー
ス
を
中
心
に
あ
た
れ
ば
何
と
か
な
る
だ

ろ
う
」と
思
っ
て
い
た
。

「
宝
の
山
」に
当
た
っ
て
も 

掘
り
当
て
ら
れ
ぬ
鉱
脈

　
し
か
し
、
そ
ん
な
希
望
的
観
測
は
す
ぐ

に
砕
か
れ
た
。「
正
当
な
手
続
き
を
踏
ん

で
い
る
」「
退
職
後
に
面
談
し
て
お
り
、
何

ら
問
題
な
い
」…
。
再
就
職
先
の
大
学
な

ど
か
ら
返
っ
て
き
た
答
え
は
、
判
を
つ
い

た
よ
う
に「
問
題
な
し
」を
強
調
す
る
も

の
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
だ
。「
表
に
出
す

以
上
、
理
論
武
装
も
し
っ
か
り
な
さ
れ
て

い
る
」。
取
材
し
た
某
省
庁
幹
部
の
言
葉

が
重
く
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
文
科
省
の
調
査
班
が
ま
と
め
た
中
間
報

告
で
も
、
監
視
委
の
調
査
を
欺
く「
隠
蔽

マ
ニ
ュ
ア
ル
」と
も
呼
ば
れ
る
メ
モ
が
見

つ
か
り
、
そ
こ
に
は
国
家
公
務
員
法
で
禁

じ
ら
れ
た
在
職
中
の
求
職
活
動
で
あ
っ
て

も
、
合
法
的
な
手
続
き
を
装
う
よ
う
退
職

後
に
採
用
面
談
を
行
っ
た
と
答
え
る
こ
と

が
指
南
さ
れ
て
い
た
。
内
閣
人
事
局
の
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
再
就
職
状
況
は
確

か
に
手
が
か
り
と
し
て〝
宝
の
山
〟に
違

い
な
い
が
、
そ
の
鉱
脈
を
掘
り
当
て
る
の

は
容
易
で
は
な
い
と
も
痛
感
し
た
。

　
一
連
の
天
下
り
問
題
は
、
文
科
省
の
調

査
で
、
38
件
の
う
ち
27
件
で
違
法
性
が
確

認
さ
れ
た
ほ
か
、
大
学
設
置
を
め
ぐ
る
重

要
な
情
報
漏
洩
な
ど
官
学
癒
着
の
構
図
も

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
文
科

省
が
外
務
省
職
員
を
大
学
に
斡
旋
し
て
い

た
疑
惑
も
浮
上
し
、
事
態
は
霞
が
関
全
体

に
広
が
る
様
相
を
も
呈
し
て
い
る
。

　「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」が
開
い
た
文
科
省
の

天
下
り
問
題
。
取
材
の
壁
は
今
も
な
お
厚

い
が
、
関
係
者
か
ら
の
情
報
や
内
部
告
発

も
少
し
ず
つ
出
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
手
が

か
り
に
霞
が
関
の
闇
に
切
り
込
み
た
い
。

は
な
ふ
さ
・
つ
よ
し
▼
１
９
９
６
年
入
社
　
社
会

部
警
視
庁
　
国
税
庁
　
国
土
交
通
省
な
ど
を
経

て
　
２
０
１
５
年
５
月
か
ら
文
部
科
学
省
担
当

衆院予算委員会の集中審議で、質問に挙手する人事課ＯＢの嶋
貫和男氏（左）。右は前川喜平前事務次官（２月７日／産経新聞社提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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午前９時半、雪の新十津川駅に到着した札沼線からは今日も鉄道ファン10人
ほどが降りてきた。10分後には「最終列車」として出発する（２月24日／筆者撮影）

北海道 発地元メディアの視点から

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
昨
年
、
営
業
路
線
の
半

分
に
当
た
る
10
路
線
13
区
間
を「
単
独
で

は
維
持
困
難
」と
発
表
し
、
北
海
道
中
央

部
を
南
北
に
走
る
ロ
ー
カ
ル
線「
札さ

っ
し
ょ
う沼

線
」を
廃
止
・
バ
ス
転
換
路
線
と
位
置
づ

け
て
、
地
元
協
議
に
入
り
た
い
意
向
を
示

し
た
。
終
着
駅
が
あ
る
新
十
津
川
町
内
に

は
一
定
の
理
解
を
示
す
声
が
あ
る
一
方

で
、「
鉄
道
が
な
く
な
れ
ば
過
疎
に
拍
車

が
か
か
る
」な
ど
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
社
会
的
使
命
を
問
う
意
見
が
強
く
、
協

議
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。

　
札
沼
線
は
地
元
の
強
い
要
望
を
受
け
、

１
９
３
５
年
に
札
幌（
桑そ

う

園え
ん

駅
）と
旭
川

に
近
い
沼
田
町
を
結
ぶ
全
線
が
開
通
。
そ

の
後
、
車
の
普
及
な
ど
で
利
用
者
が
減
り

72
年
に
沼
田
―
新
十
津
川
間
が
廃
止
さ

れ
、
新
十
津
川
駅
が
終
着
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
40
年
余
り
、
Ｊ
Ｒ
は
新
十
津

川
か
ら
札
幌
近
郊
の
北
海
道
医
療
大
学
駅

ま
で
の
47
キ
ロ
に
つ
い
て
、
１
キ
ロ
当
た

り
の
１
日
平
均
輸
送
人
員
が
79
人
と
道
内

で
最
も
少
な
い
上
、
１
０
０
円
の
営
業
収

益
を
得
る
た
め
の
費
用
も
２
２
１
３
円
に

上
り
、
最
も
採
算
性
が
低
い
路
線
だ
と
し

て
廃
止
を
打
ち
出
し
た
。

■「
最
終
列
車
が
日
本
一
早
い
駅
」 

　
観
光
Ｐ
Ｒ
狙
っ
た
の
に
…

　
こ
れ
に
、
人
口
６
８
０
０
人
の
コ
メ
ど

こ
ろ
の
町
は
反
発
し
た
。
２
０
１
６
年
３

月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
新
十
津
川
―
浦
臼

間
が
３
往
復
か
ら
１
往
復
に
減
り
、
午
前

９
時
台
に
列
車
が
到
着
し
、
す
ぐ
に
折
り

返
し
が
出
発
す
る
ダ
イ
ヤ
と
な
っ
た
。
こ

れ
が
全
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
か
ら「
最
終
列

車
が
日
本
一
早
い
駅
」と
し
て
注
目
さ

れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
減
便
を
不
満
と
し
て
い
た
町
も
、

こ
れ
を
目
玉
に
観
光
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
、

路
線
存
続
を
求
め
て
い
た
中
で
の
廃
止
方

針
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
一
方
的
な
姿
勢
に
反
発
し
た
熊
田
義
信

新
十
津
川
町
長
は「
町
民
の
声
を
直
接
聞

く
べ
き
だ
」と
求
め
、
Ｊ
Ｒ
は
１
月
、
住

民
対
象
の
説
明
会
を
開
い
た
。

　「
鉄
道
が
残
っ
て
い
れ
ば
地
方
再
生
の

道
も
考
え
ら
れ
る
が
、
な
く
な
れ
ば
手
は

な
い
」「
赤
字
だ
か
ら
切
る
、
で
は
公
共
交

通
機
関
と
呼
べ
な
い
」「
Ｊ
Ｒ
は
地
域
の
将

来
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」。
鉄
道
が

単
な
る
輸
送
手
段
で
な
く
、
地
域
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
の

意
見
が
数
多
く
出
た
。

　
こ
れ
に
対
し
Ｊ
Ｒ
は
、
特
急
の
脱
線
炎

上
事
故
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
安
全

対
策
に
資
金
を
配
分
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
上
、
赤
字
補
填
の
た
め
の
基
金
も
運

用
益
が
減
り
、
経
常
赤
字
も
過
去
最
高
に

膨
ら
ん
だ
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、「
事
業
範

囲
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
」と
主
張
。

「
人
が
乗
ら
な
い
路
線
の
維
持
は
厳
し
い
」

と
バ
ス
転
換
に
理
解
を
求
め
た
。

　
も
ち
ろ
ん
住
民
は
納
得
で
き
な
い
。「
現

状
を
招
い
た
の
は
経
営
努
力
が
足
り
な
か

っ
た
せ
い
で
は
」「
１
日
１
往
復
の
朝
の
便

で
は
乗
る
に
乗
れ
な
い
。
そ
れ
で
利
用
が

少
な
い
と
言
わ
れ
て
も
困
る
」な
ど
Ｊ
Ｒ

へ
の
不
信
感
が
噴
出
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
道
内
全
体
で
人
口
が
減
り
、

全
路
線
が
赤
字
で
は
経
営
自
体
が
無
理
」

「
民
営
化
時
か
ら
、
北
海
道
で
経
営
が
難

し
い
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。
国
に
支
援

を
求
め
る
べ
き
だ
」な
ど
、
人
口
減
少
社

会
で
の
地
域
交
通
の
担
い
手
の
在
り
方
に

も
意
見
が
集
中
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｊ
Ｒ
は

「
利
用
が
な
い
路
線
の
た
め
に
全
国
民
に

税
負
担
を
求
め
て
よ
い
の
か
」な
ど
と
反

論
。
議
論
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

　
今
回
見
直
し
対
象
と
な
っ
た
路
線
の
沿

線
自
治
体
は
、
道
や
国
を
交
え
た
話
し
合

い
を
求
め
て
い
る
が
、
政
治
の
動
き
も
鈍

く
進
展
は
見
通
せ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
の
窮

状
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
地
元
支
局
の

記
者
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
の
対
応
に
割
り
切
れ

な
さ
を
覚
え
る
。

　
都
市
部
で
上
げ
た
利
益
を
地
方
に
回
せ

る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
と
違
い
、
全
路
線
が

赤
字
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
。
Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
30

年
。
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
構
造
的

問
題
が
現
実
と
な
っ
て
、
静
か
な
農
村
を

揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

く
ぼ
た
・
ひ
ろ
ゆ
き
▼
１
９
８
９
年
入
社
　
政

治
部
　
東
京
報
道
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
経
て
　
２

０
１
６
年
３
月
か
ら
滝
川
支
局
長

久保田裕之
（北海道新聞社滝川支局）

新・列島報告❽　JR北海道

公共交通機関の使命は？
「赤字路線廃止」に思う
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リ レーエッセー

文
革
の
中
、
一
瞬
見
た

　
「
不
倒
翁
」
周
恩
来
の
影

大
林

　主
一（
中
日
新
聞
社
）

が
会
談
に
乗
り
出
し
て
く
る
と
い
う
。
団

長
の
私
に「
記
者
団
は
、
そ
の
前
に
会
場

に
来
る
よ
う
に
」と
い
う
中
国
側
の
意
向

が
伝
え
ら
れ
た
。
慌
て
て
記
者
団
が
会
場

の
人
民
大
会
堂
の
一
室
に
到
着
す
る
と
、

周
恩
来
首
相
が
姿
を
現
し
た
。

　
日
本
人
記
者
団
に
直
接
話
し
た
い
こ
と

が
あ
る
と
い
う
。
周
首
相
は
、
わ
れ
わ
れ

を
ぐ
る
っ
と
見
渡
し
た
後
、「
君
た
ち
の

中
で
、
中
国
語
が
分
か
る
人
が
い
る
か
」

と
話
し
始
め
た
。
２
、
３
人
の
記
者
が
手

を
挙
げ
た
。
す
る
と
、
文
革（
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
化
大
革
命
）が
続
く
当
時
の
中
国

で
進
め
ら
れ
て
い
た
孔
子
批
判
運
動
に
つ

い
て「
私
は
、
１
９
１
９
年
の
五
四
運
動

の
時
か
ら
孔
子
廟
を
倒
せ
、
と
主
張
し
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
運
動
は
徹
底

的
に
掘
り
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
孔
子
批
判
は
若
い
時
か
ら
自
ら
が
や

っ
て
き
た
こ
と
だ
と
説
明
。
さ
ら
に「
孔

子
思
想
は
、
中
国
社
会
に
依
然
根
強
く
残

っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
一
掃

し
、
深
く
掘
り
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
熱
を
込
め
て
語
っ
た
。

　
や
が
て
大
平
外
相
も
到
着
し
、
会
談
は

予
定
通
り
午
後
3
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
。

冒
頭
か
な
り
の
時
間
、
記
者
団
に
オ
ー
プ

ン
だ
っ
た
。
周
首
相
は
ま
ず
、
大
平
外
相

が
特
別
機
を
使
わ
ず
香
港
回
り
で
北
京
入

り
し
た
こ
と
に「
日
本
は
石
油
危
機
で
ガ

ソ
リ
ン
を
節
約
し
た
ん
で
す
か
」「
香
港
な

ん
か
回
る
か
ら
香
港
風
邪
に
か
か
る
ん
で

す
よ
」「
中
国
に
言
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
ち

ら
か
ら
日
本
に
特
別
機
を
出
し
た
の
に
」

と
、皮
肉
交
じ
り
に
さ
ら
り
と
先
制
攻
撃
。

歴
戦
の
国
際
政
治
家
の
す
ご
さ
を
わ
れ
わ

れ
に
も
見
せ
つ
け
た
。

　
周
恩
来（
１
８
９
８
年
３
月
５
日
―
１

９
７
６
年
１
月
８
日
）。
西
安
事
変
、

長
征
、
延
安
以
来
の
革
命
家
、
外
交
家
、

軍
事
家
。
49
年
中
華
人
民
共
和
国
成
立

以
来
、
毛
沢
東
主
席
の
下
、
中
国
共
産

党
中
枢
指
導
者
、
首
相
の
地
位
を
亡
く

な
る
ま
で
守
り
続
け
、「
不
倒
翁
」と
い

わ
れ
た
周
恩
来
。
私
は
72
年
９
月
、
田

中
角
栄
首
相
訪
中
に
よ
る
日
中
国
交
正

常
化
交
渉
を
同
行
取
材
し
、
幸
い
に
も

北
京
、
上
海
で
、
あ
た
り
に
オ
ー
ラ
を

放
つ
歴
史
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
周
首
相
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
２
年
後
の
こ
の
と
き
は
76
歳
、
前
年

ガ
ン
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
江
青
女
史

ら
文
革
４
人
組
に
よ
る
孔
子
批
判
運
動

の
名
の
下
、
自
ら
が
追
い
落
と
し
の
標

的
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
追
い
込
ま

れ
た
状
況
、
そ
の
極
限
の
中
で
日
本
人

記
者
団
を
介
し「
自
分
は
孔
子
批
判
運

動
の
標
的
で
は
な
い
」と
西
側
に
訴
え

る
姿
。
中
国
の
す
さ
ま
じ
い
権
力
抗
争

を
生
き
抜
く「
不
倒
翁
」の
影
の
姿
を

見
た
思
い
で
あ
り
、
43
年
た
っ
た
今
も

記
憶
は
鮮
や
か
だ
。

（
お
お
ば
や
し
・
し
ゅ
い
ち
　
相
談
役
・
元
政

治
部
長
）

次
号
は
栗
原
猛
さ
ん（
共
同
通
信
出

身
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
１
９
７
４
年
１
月
２
日
、
大
平
正
芳

外
相
は
、
中
国
訪
問
の
途
に
つ
い
た
。

行
き
詰
ま
っ
た
日
中
航
空
協
定
交
渉
を

異
例
の「
松
の
内
」訪
中
で
一
挙
に
政
治

的
打
開
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
大
平
外
相
は
、
特
別
機
に
よ
る
直
行

便
を
使
わ
ず
２
日
香
港
で
一
泊
、
翌
３

日
、風
邪
に
よ
る
体
調
不
良
を
お
し
て
、

香
港
領
羅
湖
と
中
国
領
深
圳
に
架
か
る

鉄
道
橋
を
徒
歩
で
渡
り「（
日
中
航
空

協
定
を
妥
結
さ
せ
）こ
の
橋
を
徒
歩
で

渡
る
最
後
の
日
本
外
相
に
し
た
い
」と

北
京
向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ

た
。
広
州
か
ら
中
国
機
で
北
京
入
り
。

４
日
か
ら
交
渉
が
始
ま
っ
た
。

　
大
平
外
相
に
は
、
外
務
省
担
当
霞
ク

ラ
ブ
か
ら
記
者
10
人
が
同
行
、
私
が

「
団
長
」（
連
絡
世
話
役
）を
務
め
た
。

　
４
日
は
午
前
、
姫
鵬
飛
外
相
と
の
外

相
会
談
。
午
後
も
会
談
継
続
の
予
定
だ

っ
た
が
、
中
国
側
が
突
然
日
程
を
切
り

替
え
３
時
半
か
ら
、
周
恩
来
首
相
自
身

われわれ記者団に問いかけた周恩来中国首相（右・
1974年1月4日／北京・人民大会堂／筆者撮影）
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書いた話　書かなかった 話

　
32
年
前
の
寒
い
冬
の
思
い
出
か
ら
書
き

始
め
た
い
。
１
９
８
５
年
２
月
８
日
の
昼

前
。
私
は
35
歳
、
生
ま
れ
て
初
め
て
海
外

勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
赴
任
し

て
３
年
目
に
入
っ
た
ば
か
り
の
駆
け
出
し

特
派
員
だ
っ
た
。

　
当
時
の
毎
日
新
聞
ロ
ン
ド
ン
支
局
は
、

茶
色
に
く
す
ん
だ
レ
ン
ガ
建
て
の
古
い
ビ

ル
と
石
畳
の
街
路
で
囲
ま
れ
た
フ
リ
ー
ト

街
の
一
角
、「
Ｕ
Ｐ
Ｉ
ビ
ル
」の
３
階
に

あ
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
旧
式
で
、
鉄

パ
イ
プ
の
折
り
た
た
み
ド
ア
を
手
で
開
け

て
乗
り
込
み
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
ゴ
ト
ゴ

ト
と
音
を
立
て
て
箱
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き

始
め
る
。

　
せ
っ
か
ち
な
私
に
は
、
そ
の
音
が
ま
る

で「
落
ち
着
け
、
落
ち
着
け
」と
さ
さ
や

い
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
小
さ
な
支

局
に
た
ど
り
着
く
と
、
コ
ー
ト
を
脱
ぐ
間

も
も
ど
か
し
く
、
奥
の
小
部
屋
に
鎮
座
し

て
い
る
テ
レ
ッ
ク
ス
台
に
向
か
っ
た
。

　
真
冬
の
英
国
は
雪
が
少
な
い
も
の
の
、

鉛
色
の
空
か
ら
湿
っ
た
冷
気
が
あ
ら
ゆ
る

隙
間
を
通
し
て
じ
わ
じ
わ
染
み
て
く
る
。

ス
チ
ー
ム
暖
房
で
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
な
い

時
代
だ
か
ら
、
室
内
で
も
吐
く
息
が
や
た

ら
に
白
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
慌
て
て
い
た
の
か
と

い
う
と
、
こ
の
日
午
前
、
在
英
ア
メ
リ
カ

大
使
館
で
訪
英
中
の
キ
ャ
ス
パ
ー
・
ワ
イ

ン
バ
ー
ガ
ー
米
国
防
長
官
に
よ
る
記
者
会

見
が
開
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
は
１
９
８
３
年
３

月
、
ソ
連
の
核
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め

に「
敵
ミ
サ
イ
ル
が
米
国
や
同
盟
国
に
到

達
す
る
前
に
迎
撃
し
て
破
壊
す
る
研
究
に

着
手
す
る
。
核
ミ
サ
イ
ル
を
無
効
に
し
、

時
代
遅
れ
に
す
る
手
段
を
開
発
す
る
」と

い
う
戦
略
防
衛
構
想（
Ｓ
Ｄ
Ｉ
、
通
称
ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
計
画
）を
発
表
し
、
世
界

に
衝
撃
を
広
げ
て
い
た
。

　
米
ソ
両
国
が
膨
大
な
核
を
保
有
し
あ
う

こ
と
で
恐
怖
の
均
衡
を
維
持
す
る
―
―
と

い
う
冷
戦
時
代
の「
相
互
確
証
破
壊（
Ｍ

Ａ
Ｄ
）」の
常
識
を
打
破
す
る
画
期
的
な

構
想
だ
。
現
代
日
本
の
防
衛
に
欠
か
せ
な

い
技
術
と
な
っ
て
い
る「
ミ
サ
イ
ル
防
衛

（
Ｍ
Ｄ
）」の
前
身
で
も
あ
る
。

　
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
長
官
は
話
題
の
Ｓ
Ｄ

Ｉ
構
想
を
引
っ
提
げ
て
英
国
と
西
ド
イ
ツ

を
訪
問
し
、
共
同
研
究
に
参
加
を
呼
び
掛

け
る
説
得
行
脚
の
途
中
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
会
見
に
は
地
元
英
国
以
外
に
欧
米
、
日

本
の
記
者
た
ち
も
詰
め
か
け
た
。

　
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
い
る

の
に
、
長
官
の
声
は
ボ
ソ
ボ
ソ
し
て
聞
き

取
り
に
く
い
。
共
同
研
究
を
呼
び
掛
け
た

先
に
つ
い
て
、
欧
州
以
外
に「
太
平
洋
の

国
々
も
」と
言
っ
た
よ
う
に
聞
こ
え
た
の

で
、
私
は
手
を
挙
げ
て「
日
本
に
も
声
を

掛
け
た
の
で
す
か
？
」と
質
問
し
た
。

◆
反
対
多
数
だ
っ
た
共
同
研
究 

　「
日
本
に
も
要
請
」引
き
出
す

　
す
る
と
、
長
官
は「
ど
う
し
て
そ
ん
な

当
然
の
こ
と
を
聞
く
の
？
」と
言
い
た
げ

な
表
情
を
浮
か
べ
た
後
、「
日
本
や
イ
ス

ラ
エ
ル
に
も
既
に
参
加
を
要
請
し
た
」と

に
こ
や
か
に
答
え
て
く
れ
た
。

　
そ
の
場
に
は
大
勢
の
記
者
が
い
た
が
、

ボ
ソ
ボ
ソ
声
が
ど
こ
ま
で
伝
わ
っ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
界
を

騒
が
せ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
共
同
研
究
に
同

盟
国
の
日
本
が
招
請
さ
れ
た
と
い
う
事
実

は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
違
い
な
い
。
大
急

ぎ
で
支
局
へ
戻
り
、
吐
く
息
で
指
先
を
ハ

ア
ハ
ア
と
温
め
な
が
ら
、
テ
レ
ッ
ク
ス
の

キ
ー
を
た
た
い
た
の
だ
っ
た
。

　
今
な
ら
、
ス
マ
ホ
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

も
原
稿
を
瞬
時
に
ネ
ッ
ト
経
由
で
送
る
こ

米
国
防
長
官
に
も
ら
っ
た（
？
）特
ダ
ネ

　
―
―
Ｓ
Ｄ
Ｉ
構
想
と
日
本

�

高
畑

　昭
男
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と
が
で
き
る
。
当
時
は
そ
ん
な
便
利
な
も

の
は
な
い
。フ
ァ
ク
ス
も
導
入
前
だ
っ
た
。

分
秒
を
争
う
事
態
な
ら
、
国
際
電
話
を
か

け
て
勧
進
帳
で
原
稿
を
吹
き
込
む
手
も
あ

る
が
、「
費
用
が
か
さ
む
」と
い
う
こ
と

で
奨
励
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
は
メ
モ
帳
な
ど
に
走
り
書
き
し
て

原
稿
を
ま
と
め
、
次
に
大
型
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
の
よ
う
な
テ
レ
ッ
ク
ス
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
キ
ー
で
ロ
ー
マ
字
で
打
ち
込
ん
で

送
信
用
テ
ー
プ
を
作
成
す
る
。

　
出
来
上
が
る
と
、
専
用
回
線
で
本
社
に

接
続
し
て
テ
ー
プ
を
流
す
。
東
京
本
社
に

は「
電
信
さ
ん
」と
い
う
部
局
が
あ
り
、

ロ
ー
マ
字
が
だ
ら
だ
ら
と
並
ん
だ
私
の
原

稿
が
黄
色
い
用
紙
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
る
。

外
信
部
の
同
僚
た
ち
が
こ
れ
を
日
本
語
の

文
字
に
書
き
直
し
て
く
れ
て
、
初
め
て
原

稿
が
デ
ス
ク
の
手
に
渡
る
仕
組
み
だ
。
冬

の
英
国
と
東
京
の
時
差（
９
時
間
）も
加

わ
る
の
で
、
そ
う
し
た
時
間
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
だ
っ
た
。

　
結
果
的
に
、
私
が
送
っ
た
記
事
は「
Ｓ

Ｄ
Ｉ
に
日
欧
研
究
者
　
米
、
派
遣
を
非
公

式
要
請
」と
い
う
見
出
し
で
翌
日
の
朝
刊

１
面
５
段
の
特
ダ
ネ
に
な
っ
た
。
国
会
開

会
中
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
曽
根
政

権
が
共
同
研
究
へ
の
参
加
要
請
を
受
け
入

れ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
政
界
で
け

っ
こ
う
な
論
議
を
巻
き
起
こ
す
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
北
朝
鮮
や
中
国
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
脅

威
を
前
に
、
今
で
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
必

要
性
と
意
義
を
疑
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
は「
Ｓ
Ｄ
Ｉ

な
ど
夢
物
語
で
、
技
術
的
に
も
不
可
能
」

と
い
っ
た
懐
疑
論
や「
そ
ん
な
こ
と
を
し

た
ら
ソ
連
を
刺
激
し
て
、
恐
怖
の
均
衡
が

崩
壊
し
か
ね
な
い
」と
い
っ
た
反
対
意
見

の
ほ
う
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。

　
欧
州
諸
国
も
初
め
は
共
同
研
究
を
論
じ

る
こ
と
す
ら
及
び
腰
だ
っ
た
。
日
本
の
外

務
省
に
至
っ
て
は
、
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
長

官
が
明
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の

記
事
に
つ
い
て「
そ
ん
な
話
は
初
耳
だ
」

と
知
ら
ん
顔
を
決
め
込
ん
だ
の
は
、
今
振

り
返
っ
て
も
残
念
に
思
う
。

　
英
国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
、
西
独
の
コ

ー
ル
政
権
に
続
い
て
、
日
本
が
正
式
に
研

究
参
加
を
決
め
た
の
は
、
私
の
記
事
か
ら

２
年
ほ
ど
も
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

◆
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
と
10
年
目
の
再
会 

　
冷
戦
克
服
へ
筋
貫
い
た
政
権

　
そ
の
後
10
年
ほ
ど
た
っ
て
、
私
は
念
願

だ
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
に
任
じ
ら
れ

た
。
あ
る
日
、
若
い
後
輩
記
者
が
出
張
で

来
局
し
た
。
ど
ん
な
企
画
だ
っ
た
か
よ
く

覚
え
て
い
な
い
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
元

閣
僚
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い
と
い
う

話
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
、
引
退
し
て
ワ
シ

ン
ト
ン
近
郊
で
悠
々
自
適
の
暮
ら
し
を
し

て
い
る
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
氏
を
一
緒
に
訪

ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
元
長
官
は
78
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た

が
、
同
盟
国
・
日
本
の
記
者
と
聞
い
て
、

気
さ
く
に
会
っ
て
く
れ
た
。
私
は
取
材
の

合
間
に
10
年
前
の
ロ
ン
ド
ン
を
思
い
出

し
、「
長
官
が
答
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で

特
ダ
ネ
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と

話
し
か
け
た
が
、
も
ち
ろ
ん
私
の
こ
と
な

ど
記
憶
に
残
っ
て
い
る
は
ず
も
な
い
。

　「
ハ
ア
、
そ
う
だ
っ
た
か
ね
？
」と
い

っ
た
調
子
だ
っ
た
が
、
最
後
に「
日
本
は

同
盟
国
で
、
大
切
な
友
人
だ
。
ず
っ
と
良

い
関
係
で
い
た
い
ね
」と
、
同
じ
笑
顔
で

私
た
ち
を
見
送
っ
て
く
れ
た
。

　
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
氏
は
、
タ
カ
派
と
呼

ば
れ
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
中
で
も
ソ
連
、

中
国
に
対
す
る
強
硬
派
で
知
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ

Ｉ
を
最
も
熱
心
に
推
進
し
た
１
人
だ
。
そ

の
分
だ
け
リ
ベ
ラ
ル
な
ハ
ト
派
の
人
々
か

ら「
平
和
の
敵
」
と
嫌
わ
れ
た
。
だ
が
、

身
近
に
垣
間
見
た
氏
は
、
常
に
に
こ
や
か

で
温
か
い
人
柄
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｉ
構
想
が
そ
の
ま
ま
実
現
す
る
こ

と
は
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
盟
国

を
挙
げ
て
の
壮
大
な
技
術
競
争
は
ソ
連
の

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
を
極
限
ま
で
追
い

詰
め
て
、
冷
戦
勝
利
へ
導
く
原
動
力
の
一

つ
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
核
ミ
サ
イ
ル
を

無
力
化
す
る
」と
い
う
画
期
的
発
想
が
現

代
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
姿
を
変
え
て
実
を

結
ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
り
わ
け
日
本
に
と
っ
て
、
１
９
９
９

年
か
ら
本
格
化
し
た
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
日

米
共
同
技
術
研
究
は
同
盟
を
深
化
さ
せ
、

両
国
の
防
衛
力
を
共
に
高
め
て
い
く
戦
略

的
ツ
ー
ル
に
な
っ
た
。
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー

氏
は
２
０
０
６
年
に
世
を
去
っ
た
が
、
あ

の
時
、
ロ
ン
ド
ン
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
日

本
へ
の
共
同
研
究
参
加
要
請
が
な
か
っ
た

ら
、
日
本
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
は
果
た
し
て

実
現
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
一
見
乱
暴
な
よ
う
に

見
え
て
、
冷
戦
の
克
服
、
国
際
秩
序
や
自

由
と
民
主
主
義
の
追
求
と
い
っ
た
理
念
で

一
本
の
筋
が
貫
か
れ
て
い
た
と
思
う
。

　
そ
の
点
で「
レ
ー
ガ
ン
気
取
り
」で
い

な
が
ら
、
理
念
も
原
則
も
な
い
没
道
義
的

な
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
似
て
非
な
る
も
の

に
見
え
て
し
か
た
が
な
い
。私
は
そ
の
後
、

産
経
新
聞
に
移
籍
し
た
が
、
そ
う
し
た
思

い
は
ま
す
ま
す
強
い
。

　
時
代
は
変
わ
り
、
毎
日
新
聞
ロ
ン
ド
ン

支
局
も
は
る
か
に
居
心
地
の
良
い
オ
フ
ィ

ス
に
移
っ
た
。
原
稿
を
送
る
手
段
や
技
術

も
一
変
し
た
。
そ
れ
で
も
時
々
、
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
ギ

ッ
タ
ン
、
バ
ッ
タ
ン
と
大
音
を
立
て
て
テ

ー
プ
を
吐
き
出
す
テ
レ
ッ
ク
ス
台
。
そ
し

て
、
そ
の
前
で
興
奮
と
寒
さ
と
切
な
さ
に

包
ま
れ
て
キ
ー
を
た
た
い
て
い
た
薄
暗
い

小
部
屋
の
情
景
だ
。
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世
論
調
査
や
デ
ー
タ

分
析
に
30
年
間
携
わ
る

萩
原
雅
之
さ
ん
が
統

計
・
デ
ー
タ
の
見
方
、

使
い
方
を
基
礎
か
ら
講

義
し
た
。

　
ま
ず「
外
れ
た
」
と

批
判
さ
れ
る
昨
年
秋
の

米
大
統
領
選
の
世
論
調

査
に
つ
い
て「
得
票
は

ク
リ
ン
ト
ン
候
補
の
方

が
多
く
、
外
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
」と
指

摘
。
世
評
に
と
ら
わ
れ

な
い
よ
う
説
い
た
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ス
に

利
用
さ
れ
る
民
間
の
世
論
調
査
結
果
に

も
、
怪
し
い
デ
ー
タ
が
紛
れ
て
い
る
こ
と

を
実
例
で
示
し
た
。
２
０
１
５
年
、
あ
る

一
般
社
団
法
人
が「
男
性
の
性
交
経
験
率

が
５
割
を
超
え
る
年
齢
は『
29
歳
』で
、
08

年
の『
23
歳
』に
比
べ
て
一
気
に
高
年
齢
化

し
た
」と
発
表
し
、
報
道
機
関
が
伝
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
２
週
間
後
に
こ
の
一
般
社
団

法
人
が「
性
交
経
験
率
が
50
％
を
超
え
る

年
齢
は
男
性
で『
20
歳
』」と
訂
正
し
た
。

　
萩
原
さ
ん
は「
08
年
の
23
歳
は
14
年
の

29
歳
だ
か
ら
、
こ
の
学
年
の
男
子
は
６
年

で
は
」と
素
朴
な
疑
問
を
抱
く「
ナ
ン
バ

ー
セ
ン
ス
」を
磨
く
よ
う
説
い
た
。

　
萩
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
デ
ー
タ
の
信
頼

性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
は
、
１
９
６
８

年
に
出
版
さ
れ
た
ダ
レ
ル
・
ハ
フ
著『
統

計
で
ウ
ソ
を
つ
く
法
』（
講
談
社
ブ
ル
ー
バ

ッ
ク
ス
）で
既
に
示
さ
れ
て
い
た
。
①
誰

が
言
っ
て
い
る
の
か（
統
計
の
出
所
）②

ど
う
い
う
方
法
で
分
か
っ
た
の
か（
調
査

方
法
）③
足
り
な
い
デ
ー
タ
は
な
い
か

（
隠
さ
れ
て
い
る
資
料
）④
言
っ
て
い
る
こ

と
が
違
っ
て
い
な
い
か（
問
題
の
す
り
替

え
）⑤
意
味
が
あ
る
の
か（
ど
こ
か
お
か

し
く
な
い
か
）―
―
の
５
点
に
留
意
す
べ

き
だ
と
い
う
。

　
至
極
当
然
の
指
摘
に
も
思
え
る
が
、
だ

か
ら
こ
そ
日
ご
ろ
の
取
材
で
意
識
す
れ
ば

失
敗
せ
ず
に
済
む
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
発
達
し

た
今
、誰
で
も
元
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

論
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
誤
っ
た
デ
ー
タ

を
利
用
す
れ
ば
す
ぐ
に
発
覚
す
る
。
油
断

で
き
な
い
の
だ
。

　
最
後
に
ネ
ッ
ト
調
査
の
課
題
に
も
触
れ

た
。
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
早
く
で
き
あ

が
る
ネ
ッ
ト
調
査
が
重
宝
さ
れ
て
い
る

が
、回
答
す
る
の
は
限
ら
れ
た
人
た
ち
で
、

同
じ
人
が
い
く
つ
も
の
調
査
に
答
え
て
い

る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
。

毎
日
新
聞
社
会
部
　
青
島
　
顕

間
経
験
率
が
不
変
と
い
う
こ

と
に
な
る
」と
デ
ー
タ
の
矛

盾
の
見
抜
き
方
を
指
南
し

た
。「
29
歳
は
高
す
ぎ
る
の

　次世代ジャーナリストの必須ＩＴ講座⑭⑮　記者ゼ ミ

　
紙
の
発
行
部

数
が
減
る
中

で
、
新
聞
社
は

何
を
す
べ
き
な

の
か
―
―
。
洋

の
東
西
を
問
わ

ず
、
各
社
が
直

面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
英
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
タ
イ
ム
ズ

（
Ｆ
Ｔ
）紙
で
デ

ー
タ
ビ
ジ
ュ
ア

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

何
週
間
も
か
け
て
い
た
が
、
今
は
美
し
い

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
中
国

が
世
界
各
地
の
港
湾
に
積
極
的
に
投
資
し

て
い
る
記
事
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
フ

ォ
グ
ラ
フ（https://ig.ft.com

/sites/
china-ports/

）。
企
画
か
ら
記
者
と
相
談

し
な
が
ら
作
成
し
た
。
質
が
高
く
、
プ
レ

ミ
ア
ム
感
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
、
読

者
の
反
応
は
極
め
て
良
か
っ
た
と
い
う
。

　
同
氏
は「
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

省
力
化
し
、
記
者
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

よ
り
注
力
で
き
る
。
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
購
読

者
増
に
つ
な
が
る
多
様
な
可
能
性
を
追
い

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」と
結
ん
だ
。

　
言
語（
英
語
）や
人
材
の
流
動
性
、
Ｆ

Ｔ
の
親
会
社
で
あ
る
日
本
経
済
新
聞
を
除

き
、
日
本
国
内
の
多
く
の
新
聞
社
が
広
告

収
入
モ
デ
ル
に
依
存
す
る
な
ど
、
取
り
巻

く
環
境
は
異
な
る
も
の
の
、
先
駆
者
の
考

え
方
や
取
り
組
み
は
刺
激
的
で
、
示
唆
に

富
ん
で
い
た
。

朝
日
新
聞
社
コ
ン
テ
ン
ツ
戦
略
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

藤
谷
　
健

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
。
写
真
と

同
様
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
多

く
の
こ
と
を
語
る
。
以
前
は

２・７（火）講師：萩原雅之・トランスコスモス・アナリティクス取締役
副社長／出席：18人＋ネット視聴４人

ジャーナリストのデータリテラシー

データを疑え、センスを磨け

ゼミ
記者
66

ン
を
担
当
す
る
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ン
・
マ
ー

ド
ッ
ク
氏
が
講
演
し
た
。

　
Ｆ
Ｔ
は
、
デ
ジ
タ
ル
会
員
が
紙
の
購
読

者
の
２
倍
を
超
え
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化

で
大
き
く
先
行
す
る
。

　
マ
ー
ド
ッ
ク
氏
は「
紙
は
な
く
な
ら
な

い
。
た
だ
若
い
世
代
に
は
、
ネ
ッ
ト
、
と

り
わ
け
ス
マ
ホ
で
Ｆ
Ｔ
に
出
合
わ
な
け
れ

ば
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
と
同
じ
だ
」と

指
摘
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
に
注
力
す
る
の
は
必
然
だ
と
し
た
。

　
購
読
課
金
モ
デ
ル
を
と
る
Ｆ
Ｔ
は
、
キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
な
ど
の
無
料
コ
ン

テ
ン
ツ
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
付
加

価
値
の
高
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
強
い
ブ

ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
の

取
り
組
み
が
、
デ
ー
タ
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

２・７（火）講師：ジョン・バーン・マードック・英フィナンシャル・タ
イムズ・データジャーナリスト／出席：37人

欧米のデジタル・ジャーナリズムと
編集局のデジタル移行

デジタルジャーナリズムのカギは
データビジュアライゼーション
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■
バ
ブ
ル
―
日
本
迷
走
の
原
点

永
野
　
健
二
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

■
日
本
の
戦
略
外
交

鈴
木
　
美
勝
（
時
事
通
信
社
解
説
委
員
）

バ
ブ
ル
は
同
じ
顔
を
し
て
や
っ
て
こ
な
い

　
こ
の
本
を
書
か
な
け
れ
ば
と
考
え
た
の

は
、
２
０
１
３
年
暮
れ
の
安
倍
総
理
の
発
言

で
し
た
。「
今
の
株
高
を
予
測
し
た
人
は
マ

ス
コ
ミ
に
も
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
も
誰
も
い
な

か
っ
た
」。
尋
常
で
は
な
い
、
金
融
緩
和
策

を
打
ち
な
が
ら
、
そ
の
政
策
の
持
つ
リ
ス
ク

に
対
す
る
謙
虚
さ
の
な
い
ま
ま
に
、
た
だ
た

だ
株
高
の
成
果
を
誇
る
首
相
の
発
言
に
、
い

つ
か
来
た
道
を
思
い
起
こ
し
た
か
ら
で
す
。

　
私
が
記
者
と
し
て
生
き
た
バ
ブ
ル
の
時
代

の
、
ピ
カ
レ
ス
ク
ロ
マ
ン（
悪
漢
小
説
）と

思
っ
て
書
い
た
21
の
物
語
に
、「（
バ
ブ
ル
論

の
）決
定
版
と

い
え
る
」（
井
上

寿
一
学
習
院
大

学
学
長
）「（
著

者
は
）バ
ブ
ル

安
倍
戦
略
外
交
の「
自
画
像
」　
機
略
縦
横

の
安
倍
戦
略
外
交
。
そ
こ
に
は
２
人
の
シ
ン

ゾ
ー
が
い
た
。
あ
な
た
は
ど
ち
ら
に
安
倍
の

〝
晋
実
〟を
見
る
か
？

　
安
倍
首
脳
外
交
の
生
み
の
親
で
あ
る
キ
ー

マ
ン
た
ち
の
狙
い
、
日
米
印
豪
安
保
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
構
想
、
日
米
和
解
劇
の
舞
台
裏
、
対

露
外
交
の
真
贋
、
歴
史
問
題
の
深
層
…
冷
戦

後
の
文
脈
の
中
で「
地
球
儀
俯
瞰
外
交
」「
価

値
観
外
交
」の
淵
源
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
実

相
を
活
写
し
、
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
の
目
で
国

際
政
治
の
変
動

を
分
析
す
る
。

21
世
紀
日
本
外

交
の「
自
画
像
」

で
も
あ
る
。

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

■
第
３
８
０
回
会
報
委
員
会

（
２
・
10
　
大
会
議
室
）

　
３
月
号
の
編
集
と
４
月
号
か
ら
担
当
す
る

「
写
真
回
廊
」短
文
執
筆
者
候
補
を
決
め
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
大
辻
、
鈴
木
、
渡
辺
、

井
上
、吉
澤
、大
寺
、長
﨑
、藤
井
の
各
委
員
。

■
第
４
７
１
回
企
画
委
員
会

（
２
・
15
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

　
総
会
記
念
講
演
の
講
師
候
補
を
協
議
し

た
。記
者
研
修
会
の
担
当
委
員
を
委
嘱
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
安
井
、
服
部
、

倉
重
、
福
本
、
鶴
原
、
脇
、
実
、
水
野
、
宮

田
、
杉
田
、
軽
部
、
石
川
、
傍
示
、
久
保
、

島
田
、
川
戸
、
播
摩
、
和
田
、
袴
田
、
ワ
ー

グ
ナ
ー
、
梶
本
、
橋
場
の
各
委
員
。

■
第
４
７
４
回
会
員
資
格
委
員
会

（
２
・
15
　
小
会
議
室
）

　
３
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
菊
池
、
鈴
木
、
山
本
、

國
府
、
青
木
の
各
委
員
。

■
第
２
２
５
回
施
設
運
営
委
員
会

（
２
・
24
　
小
会
議
室
）

　
事
務
局
か
ら
16
年
11
月
～
17
年
1
月
の
ア

ラ
ス
カ
、
貸
室
の
利
用
状
況
な
ど
を
報
告
し

た
。

出
席
　
西
渕
委
員
長
、
堅
田
、
林
、
佐
塚
、

富
田
、
羽
原
の
各
委
員
。

新潮社
１８３６円

ちくま新書
１１８８円

の
物
語
を
語
る
に
は
適
任
の
人
物
で
あ
る
」

（
池
尾
和
人
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）と
い
っ
た

評
価
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
も
い
た
だ
け
た

こ
と
を
素
直
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

試 写会／会員の著書試 写会

　
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
レ
イ
ク
、
59
歳
。
40
年

間
、
大
工
仕
事
を
ま
じ
め
に
こ
な
し
、
税

金
も
き
ち
ん
と
納
め
て
き
た
。
後
年
は
妻

の
介
護
に
明
け
暮
れ
た
。
そ
の
妻
に
先
立

た
れ
た
ば
か
り
か
、自
身
も
心
臓
を
病
む
。

医
師
に
働
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
雇
用
支

援
手
当
を
受
け
て
い
た
が
、
継
続
審
査
で

就
労
可
能
手
当
中
止
の
通
知
書
を
受
け
取

る
。

　
職
業
紹
介
所
で
２
人
の
子
ど
も
を
抱
え

た
若
い
母
親
と
出
会
う
。
18
歳
で
男
と
一

緒
に
な
り
、
２
人
の
男
と
の
間
に
そ
れ
ぞ

れ
娘
と
息
子
を
も
う
け
た
。
ロ
ン
ド
ン
の

ホ
ー
ム
レ
ス
宿
泊
所
で
暮
ら
し
た
後
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
北
東
部
の
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

に
や
っ
て
き
た
。

　
今
日
の
食
事
に
も
事
欠
き
、
母
親
は
自

分
の
口
に
入
れ
る
も
の
を
削
っ
て
子
ど
も

に
食
べ
さ
せ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
日
用

品
や
食
料
を
も
ら
う
。
市
場
で
流
通
で
き

な
く
な
っ
た
品
々
を
企
業
に
寄
付
し
て
も

ら
い
、
慈
善
団
体
が
支
給
し
て
い
る
。

　
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
れ
も
事
実

に
即
し
て
い
る
。英
国
は
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・

キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
に
な
っ
て
緊
縮
財
政
と

増
税
に
踏
み
切
る
。
児
童
手
当
の
凍
結
や

教
育
手
当
の
廃
止
な
ど
、
社
会
保
障
費
や

決
し
な
い
。
政
治
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る

こ
と
だ
」と
い
う
ケ
ン
・
ロ
ー
チ
監
督
、
優

し
い
眼
差
し
を
注
ぐ
作
品
が
多
い
が
、
今

作
に
は
怒
り
が
見
え
る
。
第
69
回
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
で
パ
ル
ム
ド
ー
ル
に
輝
い
た
。

読
売
新
聞
出
身
　
西
島
　
雄
造

困窮を救うのは
政治か人の善意か

わたしは、
ダニエル・ブレイク

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
。
カ
ッ
プ

ル
に
一
部
屋
以
上
の
寝
室
が
あ
る
場
合

は
残
り
の
部
屋
に
寝
室
税
を
課
し
た
。

雇
用
生
活
補
助
手
当
な
ど
も
簡
素
化
を

図
り
、受
給
者
の
就
労
を
促
進
さ
せ
た
。

職
業
安
定
所
の
面
接
に
遅
刻
し
た
だ
け

で
罰
を
課
す
。
最
貧
困
家
庭
の
状
況
は

悪
化
し
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
は
支
援
を

求
め
る
人
が
殺
到
、
ホ
ー
ム
レ
ス
も
増

え
た
と
の
新
聞
報
道
さ
え
あ
る
。

　
歯
が
ゆ
い
ば
か
り
の
お
役
所
仕
事
が

描
か
れ
る
。
地
上
に
は
多
く
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ブ
レ
イ
ク
が
い
る
。
救
済
す
る
の

は
政
治
か
人
の
善
意
か
。「
慈
善
で
は
解

ⓒSixteen�T
yne�Lim

ited,�W
hy�N

ot�Productions,�W
ild�Bunch,�

Les�Film
s�du�Fleuve,�British�Broadcasting�Corporation,�

France
2�Ciném

a�and�T
he�British�Film

�Institute�2016

３
月
18
日
か
ら
東
京
・
有
楽
町
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ラ
ス
ト
シ
ネ
マ
有
楽
町

ほ
か
全
国
順
次
公
開
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　65歳を迎えた今、社会への関心をさ
らに高め、自らの知識を向上させてい
く努力を続けたいと考えています。

満
みつ

野
の

　秀
ひで

雄
お

1974年NHK入局。水戸放送局、千
葉放送局などを経て1981年退社。

新しいOB会員

　現役時代は企業・産業畑の取材が多
かった。退職してだいぶ年月がたって
しまったが、クラブ復帰を機に少々幅
を広げたい。

矢
や

澤
ざわ

　洋
よう

一
いち

1968年日本経済新聞入社。商品部
長、事業局次長、日経BP監査役など。

寄贈書

■元イスラエル大使館広報の滝川義人さん
　訳書を寄贈
　2月2日に会見した、オレン・
イスラエル副大臣は歴史家でも
ある。『第三次中東戦争全史』（原
題：Six�Days�of�War）でワシント
ン・ポストが選ぶベスト・ブッ
ク賞（2002年）を受賞した。それ
を訳したのが、駐日イスラエル大使館で40年近
く広報を担当した滝川義人さん。会見に駆け付
けてくれた。
　オレンさんが初来日だったこともあり、滝川
さんとも初対面。訳書は脚注・参考文献などを
加え、原著倍の700ページの大書になった。8
カ月かけて完訳したそうだ。滝川さんが手がけ
今年2月に出たばかりの『イスラエル軍事史』と
共に、クラブに寄贈してくれた。

情報発信
■平成28年度福島県産新酒発表会　主催：福島
県酒造組合
　福島県産の日本酒のアピールを目的に毎年開
催、今回で6回目。新城猪之吉会長が酒造組合
の取り組みを説明し、試飲会も行われた。（2.7　
10階ホール）
■シンポジウム「国際秩序が直面する課題と今
後の展望～外国メディアの視点から～」
　主催：フォーリン・プレスセンター
　英国、米国、カナダのジャーナリストと日本
の有識者をパネリストに開催した。国際秩序が
揺らぐなか各国の国内問題がそれぞれの対外政
策に及ぼす影響を検証し、メディアが果たすべ
き役割について議論した。（2.9　10階ホール）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBによる定例の勉
強会。山井和則・民進党国対委員長（2.1）、穀田
恵二・共産党国対委員長（2.8）、遠藤敬・日本維
新の会国対委員長（2.15）、輿石東・前参議院副
議長（2.22）を招いた。

■トランプのアメリカ 漂流する大国の行方
　（朝日新聞アメリカ大統領選取材班）

　2016年のアメリカ大統領選は、
最初から最後まで、異様な選挙
でした。
　共に好感度が異様に低いドナ
ルド・トランプ氏とヒラリー・ク
リントン氏。異様なまでに虚偽
ニュースが飛び交い、ロシアが
選挙戦に介入したのも異様でし

た。トランプ政権になってからも、司法との対立
も含め、異様な状況が続いています。この本には、
そうした「異様」に密着してきたアメリカ特派員
たちの実感や分析が詰まっています。
　新聞連載に新たな書き下ろしを加え、最終章
では久保文明・東大教授（米国政治）の長文イン
タビューを収録しました。
　何がトランプ氏を大統領にまで押し上げ、今
後どうなるのか。情報過多の中で、異様な状況
を整理してみたい、という方に手に取っていた
だければ幸いです。
� 山脇岳志（朝日新聞社アメリカ総局長）

朝日新聞出版
1728円

2016年報道写真展　4月上旬に開催
　東京写真記者協会（新聞、通信など33社加盟）
は毎年、その年の優れた報道写真に対し協会賞
と各部門賞などを贈っています。昨年の受賞作
16点を集めた「2016年報道写真展」を4月3日か
ら14日までラウンジで開催します。

■コレクティヴ・ジャーナリズム～中国に見る
ネットメディアの新たな可能性（章蓉著）

　中国で急成長するネットメデ
ィアの現状はどうなっているの
かを詳述している。もともとは
東京大学に提出された博士論文
だが、それを一般向けに平易に
書き直したもので、よく読めば、
さほど難しくはなく大変参考に
なる内容だ。

　特に興味深いのは、「絶滅危惧種である華南
虎が野生で生存している」と当局が発表した「華
南虎事件」のいきさつだ。どういう結末になっ
たかはお読みいただくとして、こればかりでな
く、中国のさまざまな不審事件を取り上げ、ネ
ットを通じて大勢の人々の力によって解明され
ていく過程を解き明かしている。
　コレクティヴというのは集合知とでもいう意
味。筆者は中国人だが、その日本語能力は圧倒
的で驚きだ。現在、朝日新聞社デジタル編集部
記者をしている。
　（公財）新聞通信調査会の2016年度出版補助対
象書籍。
� 倉沢章夫（新聞通信調査会編集長）

新聞通信調査会
1944円
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：746人　⃝個人会員：1,278人　
⃝法人・個人賛助会員：62社・135人　⃝特別賛助会員：100人　
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：146人 計：196社・2,416人

クラブの電話　ダイヤルイン

歓送迎会プランのご案内　4月28日まで
　異動＝歓送迎会の季節です。社内の集まりに
ご利用ください。部屋予約の際、ご一緒に申し
込みをお願いします。お一人3,240円で、プラス
1,404円で飲み放題にもできます。
＜メニュー＞桜鯛のカルパッチョ・ラビゴットソー
ス、桜海老と新キャベツのサラダ、鰊の白ワインマ
リネ、取り合わせチーズ、鶏もも肉のソテー・ブル
ギニョン風、鰆のトマト煮込み、ポークロースト・春
野菜添え、新玉葱とポテトのグラタン、寿司、そば

ラウンジの改善案をお寄せください
　ラウンジは会員の皆さんの憩いの場であり、
活動の拠点でもあります。受付脇に「ご意見箱」
を設置しましたので、改善点やご意見をお寄せ
ください。メール（jimukyoku@jnpc.or.jp）でも
構いません。お待ちしています。

ロッカーの長期利用はご遠慮ください
　ロッカーは1日限りの利用をお願いしており
ます。長期間、荷物を放置されているケースが
あるようです。限られたスペースを会員の皆さ
んで有効にご利用いただくため、長期利用はご
遠慮くださるようお願いします。

＜理事交代＞
山陽新聞社　綾野雄紀東京支社長（旧・仮谷寛
志氏）
＜法人会員代表変更＞
山陽新聞社　松田正己代表取締役社長（旧・越
宗孝昌氏）
日本放送協会　上田良一会長（旧・籾井勝人氏）
日本BS放送　鈴木達郎報道局長（旧・板井俊二氏）
＜訃報＞　栗原宣彦会員（日本経済新聞出身、
80歳）が1月22日、玉置和宏会員（毎日新聞社特
別顧問、78歳）が2月17日死去されました。ご
冥福をお祈りいたします。

春の異動　会員登録変更のお届けを
　会員の入退会には所定の「変更届」がありま
す。変更は会員資格委員会に諮られます。事務
局の青山（電話03-3503-2727／e-mail�aoyama@
jnpc.or.jp）へご連絡ください。役職変更のみの
場合もお知らせ願います。

今後の行事予定（3/3現在）

15㊌
14：30 ～ 16：00　10階ホール
著者と語る　永野健二・ジャーナリスト
『バブル　日本迷走の原点』

16㊍
16：00 ～ 17：30　9階会見場
著者と語る　武井彩佳学習院女子大准教授
『〈和解〉のリアルポリティクス―ドイツ人とユダヤ人』

17㊎
15：00 ～ 16：00　9階会見場
シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑲
川田達男セーレン会長

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　弥生懐石（3/31まで）

　先付：粒貝わさび和え、穴子小袖寿司ほか　お
椀：鮎魚女道明寺蒸し　造り：三点盛り　焼物：牛
ヒレステーキ　煮物：信田巻、筍、桜麩など　揚物：
白海老かき揚げ　食事：鯛飯　水菓子：季節の果
物　グラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　おすすめコース（4/28まで）

　プロシュートハムと春野菜のサラダ仕立て、ハ
マグリのチャウダースープまたはコンソメスー
プ、桜鯛のポワレと桜海老のリゾット・蜂蜜入り
バルサミコソース、桜アイスクリーム、パン、コ
ーヒー付き（3,240円）。ランチ、ディナー（土曜は
ランチのみ）ともにご利用いただけます。
� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

4月から新しい業務システムに移行
　ウェブサイトとあわせてリニューアルを進め
ていた業務システムが4月から稼働します。
　業務部分が主ですので目に見える変化は少な
いのですが、いくつか変更があります。
　会費や会合費の請求書が変わります。これま
では振込用紙がセットになっていましたが、今
後は請求額・内訳と振込口座のみの記載になり
ます。3月末にお送りする会費請求書に新しい
請求書のサンプルを同封しますのでご確認くだ
さい。
　貸室の管理も
システム上で行
います。今後は、
部屋の空き状況
をネット上で確
認できる機能を
追加します。電
話で問い合わせなくても利用状況を確認してい
ただけます（右上）。
　会員データベース刷新により、会員証が新し
くなります。また、会見と会員のデータ連携を
強め、メールの会合案内をより迅速にお届けで
きるようになります。ファクスやハガキは発送・
配達の都合でお知らせが遅れることもあります
ので、これを機会にメールアドレスをご登録く
ださい。

kaiken@jnpc.or.jp
＊お名前を明記したメールを上記にお送りください
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記者会見するトランプ米大統領と安倍首相＝背面からリモートカメラで撮影　（２月10日／ホワイトハウス　EPA＝時事）

写 真 回 廊

　
異
様
な
雰
囲
気
が
、
低
い
雨
雲
の
よ
う
に
地
球
を
覆
っ
て
い

る
。
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
起
き
る
信
じ
が
た
い
出
来
事
に
多
く

の
人
が
答
え
を
出
せ
ず
に
い
る
。

　
接
近
し
た
票
差
の
勝
者
は
、
い
つ
も
強
い
風
圧
に
さ
ら
さ
れ

る
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
の
登
場
は
、
そ
れ
に
し
て

も
わ
れ
わ
れ
を
悩
ま
せ
た
。
半
世
紀
近
く
ニ
ュ
ー
ス
に
関
わ
っ

て
、
ど
れ
だ
け
正
し
か
っ
た
か
と
問
わ
れ
る
と
答
え
に
窮
す
る

が
、「
す
べ
て
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
だ
」と
名
指
し
さ
れ
た
こ

と
な
ど
な
い
。

　
今
日
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
上
に
根
拠
の
不
確
か
な
情
報
が
拡

散
、
増
幅
さ
れ
る
時
代
に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
猜
疑
心
も

際
限
な
く
拡
大
す
る
。
耳
慣
れ
な
い
過
激
な
大
統
領
の
言
葉
の

裏
側
に
、
い
っ
た
い
何
が
あ
る
の
か
？
　
ど
の
角
度
か
ら
切
っ

て
み
れ
ば
彼
の
本
心
が
見
え
る
の
か
？

　
ご
覧
の
写
真
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
安
倍
首
相
の
会
談
後
の

共
同
記
者
会
見
の
場
面
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
ん
な
ア
ン
グ
ル
の

会
見
写
真
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
に
見
え
る
の
は
両
首
脳

の
真
意
を
探
す
切
り
口
を
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
記
者
た
ち
の

重
苦
し
い
雰
囲
気
だ
け
だ
。

　
あ
る
い
は
こ
の
あ
た
り
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
な
ら
、
両
首
脳
の

本
音
が
見
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
現
代
の
ニ
ュ
ー

ス
は
、
も
う
ま
っ
と
う
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
は
期
待
で
き
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
、
そ
う
い
う
思
い
が
チ
ラ
と
頭
を
か
す
め

る
。

　
偽
ニ
ュ
ー
ス
を
極
め
て
安
価
に
、
大
量
に
世
界
中
に
ば
ら
ま

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
い
や

も
っ
と
恐
ろ
し
い
の
は
、
多
く
の
人
が
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
、

ま
っ
と
う
な
ニ
ュ
ー
ス
も
信
じ
な
く
な
る
こ
と
だ
。
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（
後
藤
　
文
生
）

真
実
を
見
い
だ
す
ア
ン
グ
ル
と
は
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